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阪神間ルネッサンスのために
ここで、「阪神間文化」の生活美学的実験を。
　生活美学研究所が居をかまえる甲子園会館（旧甲子園ホテル）
は、武庫の流れをのぞみ、ゆたかな緑につつまれて、文化的環
境デザインの実験場であった。
　世界各地から人士が集い、ゆるりとホテルで憩いながら、多
彩な議論をかわす理想郷であった。
　この環境は、さきのいくさによって一度は失われたものの、
今ふたたび甦りつつある。ここに新たな「生活美学」の視点か
ら、阪神間に住まう人士とともに、しずかなる実験の一歩をし
るしたい。
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松本：こんにちは、定刻になりましたのでただいまより武庫川女子
大学生活美学研究所、第 26 回秋季シンポジウムを開催いたします。
本日は行楽日和のきれいな晴れの陽の中、本学までお運び下さいま
してありがとうございます。本日司会進行を務めさせていただきま
す生活美学研究所の松本佳久子と申します。よろしくお願いいたし
ます。
　冒頭から大変恐縮ではございますが、本会場にて携帯電話の使用
はできませんので、どうぞ電源の方お切りいただければと思います。
ご協力よろしくお願いいたします。また館内の撮影が禁止されてお
りまして、せっかくの天気の中大変恐縮ではございますが、庭の方
への直接お立ち入りいただくこともできませんので、どうぞ窓から
の景色をお楽しみいただければと思います。また本会場にてホーム
ページや刊行物の掲載のため写真撮影をさせていただいております。
もし差支えがある方がいらっしゃいましたら会場のスタッフまでお
申し付けくださいませ。
　それでは本日のテーマですが、当研究所では毎年 1つずつテーマ
を設けておりまして、今年は「遊
ゆう
」遊びという一文字をテーマにし
ております。秋季シンポジウムにおきましても遊びというテーマに
ちなみまして「街をアートで遊ぶ－地域が生まれ変わる－」という
テーマで開催しております。多才な第一線でご活躍の講師をお迎え
しておりますので、どうぞお楽しみ下さい。それでは開会に先立ち
まして、生活美学研究所所長森田雅子よりご挨拶申し上げます。森
田所長よろしくお願いいたします。
森田：武庫川女子大学生活美学研究所第 26 回秋季シンポジウム「街
をアートで遊ぶ－地域が生まれ変わる－」にようこそお出かけ下さ
いました。生活美学研究所所長の森田雅子でございます。
　紅葉狩りの時期も終わり、年の瀬も迫ってまいりました。そのお
忙しいこの頃、お運び下さいまして御礼申し上げます。今日は皆様
のために選りすぐりの個性的な先生方をお迎えしております。詳細
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は後ほどご紹介があると思いますが、詩人・ココルーム代表の上田
假奈代先生、コピーライターの日下慶太先生、インディペンデント・
キュレーターの林寿美先生、お三方我が国を代表するアーティスト
とキュレーターが駆けつけて下さっています。少数精鋭の皆様に
とってもじゅうぶんセンセーショナルかなと思っています。そして
講師の先生方に対しまして武庫川女子大学で地域とアートの連携と
いう分野を代表する 3名が対応しております。生活美学研究所の方
では音楽療法が専門の松本佳久子研究員が総合司会を、そして船坂
ビエンナーレ発起人の藤井達矢研究員がパネルディスカッションの
コーディネーターでございます。ディスカッションでは本学の教育
研究社会連携推進室長の大坪明が指定討論者として登壇いたします。
　さて、先ほどお話しにもありましたように、今年の生活美学研究
所の年間テーマは「遊」です。振り返りますと 2012 年は震災に寄
り添い年間テーマは「影」、シンポジウムテーマは谷崎潤一郎の「陰
影礼賛」でした。そして人の絆と繋がりを意識して 2013 年は「里」、
宮澤賢治の甥・宮沢和樹さんに来ていただきました。そして去年
2015 年は暮らしの大元を見直す趣旨で「素」と年間テーマを定め
ました。今年 2016 年は転じて「遊」です。人は生真面目に暮らし
を堅苦しい枠にはめ込みがちです。時には無駄を楽しみ、目的から
外れた迷走や道草をしてみるとかえって可能性を掴むということは
ないでしょうか。平成になり 2000 年代以降、日本では地方創生と
アートを意識したプロジェクトが熱い注目を浴びています。人が暮
らす地域、街をアートの様々な切り口から遊ぶことを通じて新たな
感覚が呼び覚まされ、そこにあるべき美学や社会が要求するアート
のあり方など多くの課題が私たちに突き付けられます。実はすでに
遥か昔、西ドイツでは 1970 年代以降、昭和ですね、現代美術の巨
匠ヨーゼフ・ボイスが社会彫刻というものを提唱していました。社
会彫刻は人間の創造性を通じて作り上げる社会の新しい仕組みを目
指すといっていいと思います。
　芸術大学を釜ヶ崎で運営するとはどういうことなのか。大阪通天
閣近くの新世界で商店街ポスターという、目指すものは何なのか。
忘却をテーマとした横浜トリエンナーレ 2014 とその波及効果につ
いて、先生方に実体験を元に世界観をお伝えいただきます。また後
半のパネルディスカッションではフォーラム会員さんを交え、アー
トと地域連携の効果の検証を含めまして活発な研究討議を目指しま
す。皆様ぜひ話に耳を傾けるだけでなく、立場を変えてご提案下さ
り、ディスカッションの場に身を投じて下さいませ。本日の研究交
流を大いに楽しみにしております。
　先日、毎日新聞などで甲子園ホテルでの思い出の写真展の様子が
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紹介されました。これは阪神間の地名、例えば甲子園などに隠れて
いる様々なシンボルや意味を発掘する、生活美学研究所の甲子プロ
ジェクトがコラボして行われたものの 1つです。こういった意味で
地域と共に取り組み、地域資料を活性化する研究プロジェクトを今
後とも実践して参ります。生活美学研究所を今後ともどうぞよろし
くお願い申し上げます。改めて、ご来場ありがとうございます。本
日は最後までごゆっくりと研究交流をご堪能下さいませ。ありがと
うございました。
松本：森田所長ありがとうございました。ただいま森田所長からも
ご案内させていただきました通り、本日のプログラムですが 2部構
成でございます。1部が本日の先生方 3名から各 40 分の講演が 3
題ございます。その後休憩を 15 分設けさせていただきまして、第
2部はパネルディスカッション 80 分を予定しております。ご質問
等ございましたら、ぜひ休憩時間にまたご再考頂きまして、ぜひパ
ネルディスカッションの中で活発な議論をお願いできればと思いま
す。それでは講演 1に早速入らせていただきたいと思います。
　講演 1は「釜ヶ崎で表現の場を作る喫茶店」ということで講師
は上田假奈代先生です。お手元のプログラムにもプロフィールが
ございますが、3歳より詩作、それから 17 歳から朗読を始められ、
1992 年から詩のワークショップを手掛けておられます。2001 年か
ら詩業家宣言を行われ、さまざまなワークショップメソッドを開発
され、全国でご活動中です。2003 年にココルームを立ち上げ「表
現と自律と仕事と社会」をテーマに社会と表現の関わりを探って
おられます。2008 年から西成区（通称・釜ヶ崎）で喫茶店のふり
を、また「ヨコハマトリエンナーレ 2014」には釜ヶ崎芸術大学と
して参加されています。詩写真集「うた」「こころのたねとして～
記憶と社会をつなぐアートプロジェクト」の共著などがございます。
2014 年度文化庁芸術選奨文部科学大臣（芸術振興）新人賞を受賞
されております。それでは上田假奈代先生、よろしくお願いいたし
ます。
上田： はい、皆様どうもこんにちは。ご紹介にあずかりました上
田假奈代です。今日はタイムスリップしたような素晴らしい場所で、
皆さんとお目にかかれますことうれしく存じます。40 分ちょっと
と長いですが、お時間を共にしたいと思います。
　さて一番最初のこのスライド、この後登壇されます日下さんに
作って頂いたポスターです。広告代理店の電通さんと日本NPOセ
ンターさんのコラボレーションで、広報の下手なNPOを応援する
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プロジェクトでポスター作りましょうというのがあって、私たちも
作って欲しいとお願いして、つい先日完成しました。この周りの額
縁はココルームのゲストハウスに滞在しているお客さんや遊びに来
てくれたお客さんが作ってくれました。段ボールです。なかなか上
手にできてますでしょ。段ボールの額縁で「ドヤ街でドヤ顔」とい
うキャッチコピーです。皆さん、ドヤ街というのがどんなものかご
存知でしょうか。
　私は奈良県の吉野生まれの詩人です。“I’m	a	poet”. です。ポエッ
トはフランスの辞書では「役立たず」らしいです。私自身も自分の
ことを役立たずと思っている方で、生きるのが上手じゃないなと思
いつつ、最近は大阪のおばちゃんとして成長しましたので人前で
しゃべられるようになりました。30 歳くらいまではしゃべること
が苦手で赤面症で大変でした。社会不適応だという自覚もありつつ、
こういう活動をしています。
　ココルームというアートNPOが活動を始めたのは通天閣のある
新世界です。今は観光地で串カツ屋やたこ焼きなどあり、観光バス
もたくさん来ますが、私が呼ばれたのは 2003 年です。まだこのよ
うな状況ではなく、ちょっと危ない街という印象があったかと思い
ます。そこに巨大な都市型遊園地・フェスティバルゲートがありま
した。経営が上手くいってなくて空き店舗だらけになり、そこに大
阪市さんがこの空き店舗を活用して現代芸術の拠点形成を行う事業
を立ち上げました。そこにいくつかの団体さんが入ります。現代音
楽、コンテンポラリーダンス、現代美術、現代芸術です。まだ評価
の定まらない現代芸術です。私は 4番目に現代文学の担い手として
スペースを 1つ任されました。とてもユニークな条件で家賃、光熱
費は行政が負担します。人件費、事業費、管理費はありません。こ
れをチャンスと見るのか、「わあー面倒くさい」と思うのかは人そ
れぞれの考え方ですね。私は詩人として仕事を作りたいという野心
があったので、場所を持つことで何か仕事が作れると思い「やりま
す」と返事をしました。関西のアート業界の状況は厳しい状況でし
た。仕事にするには大変難しい状況。今もそうです。多くの若者た
ちは自分が志している表現活動を余暇活動として、バイトをしなが
らでしか続けられません。そこで自分たちで仕事を作っていきたい
という思いが私にはありました。部屋の鍵を借りて、まず掃除から
始めて、3日目くらいに気づきました。家賃を行政が負担している
ということは、税金をあずかったということ。これまで公共性など
考えたことがなかったのですが、考えてみました。大それたことは
できませんが、アート好きはついついアート好きで集まったりしが
ちですが、いろいろな人がこの場所を訪れ、出会える場所にしたら
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どうかと考えました。それで喫茶店のふりをすることにしました。
アートNPOの事務所には用事のある人しか来てくれませんが、喫
茶店なら「お茶飲みに行こうか」と来てくれそうです。壁にユニー
クな絵画、チラシやポスター、リハーサルが始まりポロロンと面白
い音楽が聞こえてくる。横でしゃべっている人たちの会話が面白
かったり。表現というものがみんなの生活の中に滲んでいけばいい
なと考えました。来てもらいやすくするために毎日オープンするこ
とにしました。そのためにはお金もいりますから、喫茶店をしてお
金を売り上げ人件費を賄おうと考えました。それから一緒にご飯を
食べることにしました。お金が儲からないので、スタッフが食べて
いくためには一緒にご飯を食べるしかないと思ったからです。昼と
夜、賄いご飯を毎日作って食べます。そこにお客さんにも混ざって
もらうことにしました。都会は孤食が多いですよね。1人で食べる
より誰かと食べる、そんな店があってもいいですよね。お客さんに
は 700 円払ってもらっていますから、黙って食べるわけにはいきま
せん。「どちらから来られたのですか」「何に興味がありますか」尋
ねるといろいろ話してくれます。自分の興味のあること、あるいは
悩み事。人ってあまり知らないぐらいの方が悩みをしゃべりやすい
みたいです。私はご飯を食べながらいろんな人生の悩み事を聞くこ
とになってしまいました。私一人の人生では想像もつかないくらい
いろんなことがありますね、人生というのは。最初は困り事を聞い
ているだけなのですが、何かできることがないか考えることもあり
ます。あの人を紹介したらいいかな、専門家にちょっと相談してみ
よう、とわたしが訪ねて行くこともあります。例えば薬物依存の人、
アルコールやギャンブルの依存、発達障害、引きこもり、住まいや
仕事、医者を探しているなど、いろんなことがでてくるので、やが
て専門家と繋がっていくようになります。自分の困っていることや
自分が話せる場所を作るということ、お互いの表現を大事にする場
がさらに表現を生み、生きやすくなるのではないかという仮説を持
ち始めました。
　さっき、今日のテーマの「遊ぶ」をふと見ていて思いつきました。
私自身はこの活動を仕事を作りたいという自分の個人的な野心で始
めました。正しいのかどうか、この方法がいいのかが全く未知数で
す。もしかしたら間違っているかもしれません。だから、いつも間
違っているかもしれないと自分に問いながらやっています。不可能
かもしれないし可能かもしれないという可能性は究極の遊びかもし
れません。遊びの場所があるからこそ、みんながおしゃべりしなが
ら、自分の心の奥にあるものをふっと差し出してしまう。差し出さ
れたものに対してふっと一緒に手を差し伸べてしまう、そういう場
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所を第 3の場所のようなものかもしれないと思います。
　さて、このスライドのかわいいアトムの絵、おでぶちゃんアトム
ですが、この絵を描いてくれたおじいさんの話をしますね。このお
じいさんと出会ったのは、2008 年です。ココルームがフェスティ
バルゲートで活動を 10 年間のはずであったの活動が、5年で追い
出され、引っ越したのが隣の西成・釜ヶ崎。引越してすぐにこのお
じいさんに出会いました。フェスティバルゲートでは 100 人くらい
収容できる広さがありましたが、今度は 15 人も入ればいっぱいに
なる喫茶店です。毎日、彼は扉を開けて自分より怖そうな人がいる
と入って来なくて、開けて優しそうな人や人の話を聞いてくれそう
な人がいれば入って来ます。1日 5回くらい来て、お金は払いません。
つねったり、せびったり、暴言を吐いたり、泥棒扱いしたり、かな
り酷いんです。スタッフも本当に大変で「出入り禁止にして欲しい
な」と言っていたのですが、「ちょっと待って待って」と。何かあ
るたびに、わたしは彼と話にならないけど話し合いました。喫茶店
では小さなワークショップをよく開いていました。アーティストを
呼んで何かするのではなく、スタッフのできることです。かるた大
会、俳句を作る、自分のことを語る、習字など、遊びのようなこと
をやっていました。そのおじいさんも誘いますが「わし絶対に参加
せーへん」と言います。でも毎日来ます。1年半くらいそんなやり
とりが続きました。ある日私は「手紙を書く会」というのを自分の
企画でやっていました。最近は何でもメールですましますから、た
まには手紙を書こうということです。始めようとした時に扉が開い
ておじいさんが入って来ました。絶対に断られると思っていました
が、呼びかけました。そしたら彼は「書く」と言いました。私の隣
に座って書き始めますが、手が止まります。「假奈代さん、『き』っ
てどうやって書くの?」と聞いてきました。日本は識字率が高いじゃ
ないですか。書けないなんてことを想像していなかったことに気づ
きました。今まで誘ったけれど「わしゃやらん」と言うはずですよね。
自分が字が書けないことを人にバレたくもないですよね。でも 1年
半の関わりの中で、この場は字を尋ねても誰もバカにしたり、笑っ
たりしないと彼自身が思ってくれたんですね。
　表現できるというのはそこにいる皆が自分の存在をお互いに大事
にできているか、作れているか、そういうことを問われていたのだと。
　私は「生きることは表現だ、仕事は表現だ」と言っていましたが、
それは声高に叫ぶものではなく、そういう場を作れていますかとい
うことを自分に問わなければならなかったのです。そして、それは、
もしかしたら社会の中でとても大事なことかもしれません。文化、
言葉、習慣、価値観の違う人たちと共に生きて行く時にとても大事
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なことかもしれません。考えが異なる人たちが自分のことを表現す
る。「そこはそうなんだ」「ここは私は違うけどね」とちゃんと言う。
そこから始める。そういうことが大事なんじゃないかなと思います。
私は西成・釜ヶ崎に引越し、表現の本当の根源的な意味や大切なと
ころをこの釜ヶ崎のおじいさんに教えてもらったなと思っています。
　釜ヶ崎という街、ご存知な方もそうじゃない方もいらっしゃるか
もしれません。ビルの屋上から見た風景の写真です。ビルが乱立し
ています。このビル街がドヤ街です。1つの窓に 1人が暮らしてい
ます。三畳一間です。この写真は 1960 年の写真で、青空の寄場で
す。土木建築などの仕事に携わる人を車で迎えにきて工事現場に連
れて行きます。当時は劣悪な労働環境でした。警察も機能せず、本
当にいろんなことがあったそうです。その抵抗は暴動という形で現
れます。これまで警察では釜ヶ崎で 24 回暴動があったと言われて
います。最後の暴動は 2008 年です。ドヤ街はそれほど広いわけで
はありません。0.62㎢で人口は 25,000 人、0.62㎢にこの人口ですから、
人口密度は大変高く日本一です。世帯は 1.14 人、ほとんど１人暮
らしで、9,000 人ほどの人が生活保護を受けています。保護率は年々
上がっています。ホームレスの人数は1999年、2000年頃が一番多く、
その後少なくなっています。現在は地域内で住所が不安定な状態の
方が 400 人ほどです。シェルターの利用が 300 人前後、路上で寝て
いる方が 100 人前後です。日雇い労働者は一番多い時で 3万人と
も 4万人とも言われていましたが、現在は 1,500 人くらいです。こ
のグラフは大阪市のホームレスの方の数です。昼間の目視ですから、
正確な数ではありません。2000 年に 8,000 人ほどいます。今は減っ
ていますが、厳しい状況であることには変わりありません。この街
の 85％が男性です。女性が歩いているととってもモテます。2008
年一月釜ヶ崎の端っこの商店街に喫茶店のココルームを、2009 年
にカマン！メディアセンターを作りました。これは時代の流れです。
2008 年 6 月に 24 回目の暴動がありました。その年の 10 月がリー
マンショックです。年末年始に年越し派遣村。日本がまるで釜ヶ崎
化して行った年です。仕事を失い、寮に住んでいると寮を出なくて
はいけなくなり、家がなくなり、家がなくなると、もう一度就職す
ることは難しいです。釜ヶ崎と違い、日本の方は個人が分断されて
います。例えば、派遣の働き方で困っていることをどうしたらいい
かがわからないという状況です。釜ヶ崎の場合は一応仕組みがあり
ます。何かあった時にはここに言いに行きましょうとか、組合があ
り、路上では「あそこの現場は危ないよ」などの情報交換があります。
相談窓口もいっぱいあり、巡回相談もあります。毎日どこかで炊き
出しもあります。困っていると声を掛けてくれるお節介な人たちが
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いっぱいいます。それが日本側から見たらすごいところだと思いま
す。でも多くの人は釜ヶ崎は危ないから行ってはいけないと思って
いるので、来てはくれません。そこで、つなぐ回路を 1つ作ってみ
ようと思いつき、メディアセンターを作ることにしました。釜ヶ崎
メディアセンターを作るつもりでした。商店街に企画書を見せて、
ご協力をしていただけることになっていたのですが、オープン 2週
間前に「この商店街に釜ヶ崎という名前が付くのは困る」と商店会
長に言われました。釜ヶ崎にはネガティブなイメージを付与されて
いて嫌だと思う人が中にはいらっしゃる。それは地域の分断を生み
続けてしまった。地域の労働者と住民の間の軋轢を重ねてしまった
ということです。今は社会状況は変わり、生活保護になり、ここを
終の棲家として生きている人も増えている。街のあり方が変わって
いる中で、外と釜ヶ崎をつなぎたいと思っていましたが、内側にあ
る分断をもつなぎ直せるようなメディアセンターを作りたいと考え
ました。名前の「カマン！メディアセンター」は、釜を残しながら
コモンズ、カモンとかけてこのような名前にしました。お金がそれ
ほどなかったので、ささやかなことしかできませんでした。テレビ
を置いて、そこに大阪市立大学が持っていた釜ヶ崎の古い写真を流
しました。道行く人がふと足を止めて「あ、ここ知ってる」としゃべ
り出す、おしゃべりが生まれることをメディアと呼ぼうと。元ス
タッフでアーティストのアサダワタル君に月 1回来てもらい、「カ
マン！TVの日」としてモニターにパソコンを付けYouTube で道
行く人のリクエストに検索をかけて番組にするのです。「あの歌手
のあの歌が聞きたい」など。その日の番組を作ってしまいます。彼
は日常再編集家なので、このようなことは得意です。おしゃべりし
ながら色々な人の思い出話やその時のことを語らせ、テレビの前に
段々人が増えて来て、一緒に歌を歌ったり、おしゃべりに花が咲き
ます。その時に労働者や商店主のおばちゃん、旅人たちも一緒に楽
しみました。
　毎日、良いこともあれば、嫌なことも喧嘩もいっぱいあります。
その時に、2度と来ないで下さいではなく「今日は帰ってちょうだ
い」と言います。嫌なことは嫌とちゃんと言いながら、関係を作り
ました。毎日私たちはここで扉を開け、逃げないでやって行こうと
決めたので、こちらも気持ち良くいないと続けられないし、相手の
方も気持ちが変われば来られる場所であって欲しいと思ったので、
お互いに言いたいことを言い合って、そのような場作りに努めて来
ました。
　やがて、2011 年あたりから高齢化がどんどん進んだように思い
ます。おじさん達の行動範囲が狭くなり、商店街で待っていても
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しょうがないと感じ、私たちが地域に出ることにしました。それが
釜ヶ崎芸術大学です。地域の色んな施設を会場にしました。炊き出
しの会場や野宿の人が 100 円でコーヒーを飲む場所、デイサービス、
施設の談話室など、みなさんが日頃行き慣れている場所に、天文学、
哲学、音楽、美術、芸術など、何やかんやの講座を押しかけするわ
けです。昨年で年間 100 講座ほど。そして、ヨコハマトリエンナー
レ 2014 に呼んでいただきました。予算が足りず、クラウドファン
ディングで 300 万円集めて、横浜におじさんたちと嵐のように突っ
込んで行き、わけがわからない圧倒的な熱量のいろんなものを展示
空間に持って行きました。台湾での展覧会も二度行いました。
　「こころのたねとして」と名づけた詩作の手法を編み出しました。
おじさんと子供たちが聞き取りをして詩を作りました。釜芸は保育
園や中学校・高校などにも出かけてゆくようになりました。釜ヶ崎
芸術大学の成果発表はオペラです。「釜ヶ崎オ！ペラ」というのを
やっています。
　そうこうやっていますが、そうは上手く行っていなくて、経営は
本当に難しく、継続することは難しいです。私たちは何の制度も利
用していなく、政府からの補助金もないので自前で活動しなくては
いけません。釜芸は助成金をもらっていますが、それは事業費です
ので人件費など本当に大変です。そこで、いろんな出会いがあり、
そこで、ゲストハウスを始めることにしました。同じ商店街の中の
もうすこし南に、35 ベッドのゲストハウスを作りました。森村泰
昌さんと坂下範征さんという元日雇労働者のおじさんと、2人がコ
ラボレーションした部屋、森村さんに囲まれて眠る部屋となります。
大きな庭があり、みんなでご飯を一緒に食べたり、先ほど話した文
字を尋ねた安藤さんの作品の部屋。館内はボランティア、おじさん
達、通りすがりの人たちが素人ながらにいろんな線を引き、熱量の
ある空間が出来上がっています。車椅子の人が使えるようにと作っ
た部屋もあります。まだ宣伝が足りなく上手く行っていないので、
みなさんには泊まりに、カフェにお茶に来てもらいたいです。
　それでは、おじさん達の語りの映像を作っていて、少し見て頂け
たらと思います。ヨコトリにおじさん達全員を連れて行くわけには
いかないので、映像を作りましました。それが思いの外おもしろく
て持ってきました。
＜映像＞「釜ヶ崎オ！ペラ～恃まず、恃む釜ヶ崎」（2014 年、若原
瑞昌監督）
　このおじいさん、紙芝居劇に衝撃の 91 才デビューです。93 才で
亡くなります。
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＜映像＞
　このおじさんが森村泰昌さんとのコラボレーションした坂下さん
です。めちゃくちゃおしゃべりがおもしろいのですが、時間がない
ので少し飛ばして一番おもしろいところを。
＜映像＞
　ずっとこんな感じでしゃべっています。台本があるわけじゃない
ですよ。谷川俊太郎さんにインタビューしてもらったおじさんがい
ます。この人は無口でほとんどしゃべりません。これからどう生き
ていきたいですかと尋ねたら、「一日、一日元気に生きていけたら」と。
＜映像＞
　さて、こんどは、釜芸の成果発表会・釜ヶ崎オ！ペラの映像です。
モノクロの世界から変わってカラーです。イギリスでホームレスの
人にオペラのワークショップをしているオペラ歌手ロブさんです。
ダンスがあり、天文学のお話があり、哲学や詩の朗読をしています。
あ、急におじさんが歌い出す。次は即興で歌います。右足から左足
へのメッセージと左足から右足へのメッセージを会場で受け付けて、
その紙を手にでたらめな節を付けて 2人で歌います。釜ヶ崎のおじ
さん達の元々持っていた力、生きて行く面白い力が、笑えます。
　今日の表題の通り「釜ヶ崎で表現の場を作る喫茶店・ココルーム」
という本を上梓しました。興味ありましたら読んで頂けたらと思い
ます。ありがとうございます。
松本：上田先生ありがとうございました。本当にあの、お見受けし
たところしなかやでおしとやかな感じの先生の、いったいどこから
そんなバイタリティーがあるのでしょうか。またおっちゃん達の表
現が生きる力をそのままリアルに表現されていてとても説得力があ
り、それを引き出す先生のバイタリティー、キャラクターが何より
魅力的だなと感じさせていただきました。本当に上田先生、ありが
とうございました。
　続きまして次の講演です。コピーライター、写真家、セルフ祭実
行委員の日下慶太先生、よろしくお願い致します。テーマは「アホ
がつくる町と広告」。プログラムにもプロフィールを書かせていた
だきました。世界をフラフラとされながら笑いで珍事件を克服され、
電通に入社されました。コピーライターとして勤務される傍ら、写
真家、セルフ祭顧問、UFOを呼ぶバンド「エンバーン」のリーダー
としてご活躍されています。商店街のユニークなポスターを制作し
町おこしにつなげる「商店街ポスター展」を仕掛けられ、佐治敬三
賞を受賞されました。この他に、東京コピーライターズクラブ最高
新人賞、グッドデザイン賞など受賞が多数ございます。また、都築
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響一編集「ROADSIDERS‘weekly」でも写真家としてご執筆され
ています。ツッコミたくなる風景ばかりを集められた「隙ある風景」
を日々更新されております。それでは日下慶太先生、よろしくお願
い致します。
日下：すみません、改めまして日下と申します。よろしくお願いし
ます。こんな立派な所でやるとは知らず、もっと立派な服を着て来
たら良かったと後悔しています。
　今日の僕のポジションを言うと上田假奈代さんも林さんもアート
と向かい合われていて、アートを糧にされて、そこで収入を得たり
されていますが、僕はアートと広告の間を行き来しているというか、
半分ずつ肩を突っ込んでいるというポジションで見て頂けると、今
回も変わった視点で見て頂けると思います。いい意味で假奈代さん
を見ていると釜ヶ崎に真っすぐに向かい合っているが、僕は少し無
責任です。そこが 1つの遊ぶというところかもしれないと、改めて
見て頂けたらと思います。では早速始めます。
　先ほど仕事を紹介して頂きましたが、ごく最近の仕事は三戸なつ
めってご存知ですか。武庫川女子大学生だとわかるかもしれません
が、中田ヤスタカさんという日本で有名な作曲家の方、きゃりーぱ
みゅぱみゅなどを作曲している人の曲が新しく出しました。三戸な
つめちゃんの「前髪切りすぎた」というデビュー曲のアルバムのジャ
ケットを作ったり、「前髪切りすぎた」という 1曲の PVを 11 本作
り、11 人のほぼ友達みたいな関西のアーティストに PVをお願い
して割と話題になっているみたいなことをしました。普段は、電通
で働いています。セルフ祭顧問です。ホームレスの人に仙人や仏さ
んの感じがあり、憧れていました。セルフ祭はアートなアホ祭で、
僕は仮装する時にはホームレスになりたいと思いました。臭いが汚
いのが嫌だったので、嫁さんのシャネルの香水を振り回り「いい匂
いのするホームレス」というパフォーマンスをし、本物と思っても
らえ良かったです。佐治敬三賞という立派な賞を頂いた時に、受賞
パーティーを大阪の千日前のミソノという所でやりましたが、髪が
長かったので地毛でちょんまげをしました。UFOを呼ぶバンド「エ
ンバーン」をやっていまして、ナンバのミナミのライブハウスでラ
イブをした時、UFOが現れました。ナンバのミナミの空になんと
現れました。4回のうち 2回現れました。ちょっと告知になります
が、12 月 18 日に大阪ロフトプラスワンで闇鍋というイベントがあ
り、地下アイドルたちとブッキングされ、大阪のシュールなアーティ
ストたちが集まるライブに出たりします。だいたいこのようなこと
をやっています。
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　元々は新世界市場という今年で 120 年を迎える商店街があり、通
天閣から 50 ｍしか離れていない好立地なのに 50 軒中 20 軒くらい
しか開いてないシャッター商店街がありました。そこに 2012 年か
ら始めたのがセルフ祭です。「何でもあり誰でも参加OKの 21 世紀
型の奇祭、新世界市場を奇妙なアートで埋め尽くす」という祭りで
す。元はコタケマンという絵描きのアーティストが始めました。僕
は写真をやっているので「写真でも出してよ」と頼まれて入りまし
た。2012 年の 5 月 25 日～ 27 日、写真を出しましたが、僕は寝て
いる所が好きで、食パンを食べながら寝ていたり、浅草で光合成し
ているかのように寝ているおっちゃん、酔っ払いなど寝ている人ば
かりを撮っていて、これを商店街の潰れたカメラ屋の前という皮肉
な場所に展示しました。巨大ミノムシの中に入って商店街でぶら下
がっているアーティストや、「風呂ンティア」といって銭湯をモチー
フにし実際にお風呂の絵の前に浴槽を置いて水を流していて、5月
にもかかわらずおっさんが勝手に入ってさすが新世界だなと感じま
した。商店街でライブでは関西で有名なロックバンド「あふりらん
ぽ /AFRIRAMPO」のドラム担当ぴかちゃんがライブをしパレー
ドをしました。新聞にも「町おこしアート　新世界市場に集結」と
いう記事が載り、来場者も多く活性化ができたのではないかと思っ
たのですが、店の売り上げが全く伸びませんでした。結局若い子が
遊んでいただけになり、若い子と商店主の交流がほとんどなく、そ
れで良かったのかもしれませんが、私たちはもっと店のためになる
ことを考えていました。メインメンバーが 5人いたのですが、みん
な 30 代で問題意識を持っていて、2011 年の東日本大震災の後とい
うことで社会を良くすること社会と関わりを持つようなことをすべ
きじゃないかとみんなが心のどこかで思っていました。「これでは
アカンのちゃうの」と店のためになることを考え、1、2 ヶ月後の
次のセルフ祭までに軌道修正しようということになりました。僕は
立ち上げのメインメンバーではなかったのですが途中から入り、コ
ピーライターでもあるので「祭おこして町おこすセルフ祭」と定義
づけし色々やりました。お店のためになることって何をしましょう
かとなり考えたのが、笑顔、挨拶、掃除、雑用と人間の基本に立ち
戻りました。商店街で笑顔で「おはようございます」と言うとか、
ただ朝の 6時まで飲んでいただけでも 6時に「おはようございます」
と言うと「あんたら徹夜で頑張ったんやね」と言われ、挨拶ってい
いもんやなと思いました。掃除は商店街の掃除、雑用は雨漏りの修
繕、配達の手伝いなど、フリーターの子が結構いたので、セルフ祭
の事務所を格安 2万円くらいで借り、そこに住み込み雑用をしまし
た。掃除はメチャクチャ効きます。アートイベントすると言っても、
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商店街のおっちゃん達はよく分りません。ところが掃除は「お前ら
掃除してくれるんか」と急に変わり、何かと掃除から入るのがいい
と学びました。このことからいうと、行政の人が街を変えようとし
て企画書を持って行くのですが、目撃したことですが、商店街のおっ
ちゃん達には企画書の内容は届かないです。企画書の内容はいいか
もしれませんが、見てもらう環境にないということが正直なところ
です。そこで掃除をし、見てもらうコンディションをきれいにする
のは有用な一つかなと考えました。
　メンバーはフリーターが多いですが、僕は電通という会社に所属
していて、それほど時間はありません。その中で自分にできること
は何かなと考えたことは、ポスターを作ることです。どうしてポス
ターを作るかというと、それはまず自分が作れること、店のために
なること、残ることだからです。店のためとはアートの作品はそれ
ぞれのアーティストが表現するのですが、店のためではなく、当た
り前ですが、自分のため、自分の表現のためだったりします。だか
らアートは良いのですが、店のおっちゃんからはクエスチョンなの
です。あえて店のためになる広告アートができることと、後に残る
ということです。セルフ祭やイベントは一度やると人は来ますが、
商店街は元の寂しい商店街に戻ってしまい、何か残ることをしない
となあと思いました。ポスターは残るからいいのですが、一人で十
数店舗のポスターを作れないので、会社の若手に手伝ってもらおう、
勉強になるからいいじゃないかなあと思い手伝ってもらうことにし
ました。会社も「おもしろいからいいんちゃう」とOKしてくれ、「新
世界市場ポスタープロジェクト」が始まりました。電通社員 32 名
が 16 チーム、コピーライターとデザイナー、広告制作単位の言葉
担当と絵担当のミニマム単位に分かれてそれぞれの店舗のポスター
を作る。新世界市場商店街全体のポスターを作るのではなく、肉屋、
魚屋などのポスターをそれぞれに分かれて作っていくことにしまし
た。ルールはおもしろいものを作ること、これは大事な基本です。
お店にきちんと向き合うこと、お店にきちんと向き合っていないお
もしろいポスターは認めないということですね。これってどの店で
もできるんちゃうの、これってどこの肉屋でもいいんちゃうのっ
ていうような物は止めること。3つ目、制作は全てクリエイターに
任せること。4つ目、プレゼンはなしでできたものをそのまま納品。
5つ目、何があっても必ず提出すること。最後のルールは普段の広
告ではあり得ないことです。広告とは広告主からお金をもらい、案
A、B、案A～ Cなど出してその中で一案を選んでいただいて、さ
らに何度もブラッシュアップして最終的に納品する形式で、つまり
意思確認を何回もすることが広告です。それをすべてすっ飛ばすと
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いうことですね。広告というものは日本社会全体もそうなのですが、
色々な意思確認が多過ぎてパワーを失っていると思います。ハンコ
の数が多ければ多いほど企画が丸くなっていくと言われていますが、
広告はまさにそうです。担当者レベルでせっかくいい物ができてい
ても、課長がややこしいことを言って、課長の言うような物を作る
と、次は部長の言うように直して行き、次は役員でOKが出たと思っ
たら最後社長の一言で違うなどということが続きます。このような
環境ではなかなかいいものができません。これでみんなフラスト
レーションを溜めていたし、時間の無駄だったので、みんなおもし
ろいもん作れ、一切のプロセスなしでと言うとやる気になりました。
新しい広告制作のプロセスで、なかなか良くできたと思います。初
めてみんなポスターをメチャクチャ見て、喜んでくれました。孫の
ような子がポスター作って来るわけです。「もったいなくて貼られ
へん」「店続けてよかった」「一生の宝物にするわ」と喜んでくれま
した。このポスターと共に第 2回セルフ祭を行いました。左側にポ
スター、右側にビーチボールなどアーティストの作品、お箸の着ぐ
るみの子がせっかく作ったポスターにガンガン当たって行ったりし
ました。ファインアートと商業アートが混ざりあった見たこともな
い世界があって、アートイベントというとどちらかと言うとファイ
ンアートや現代アートが多いのですが、広告は商業アート、デザイ
ンですが混ざり合うことはあまりなくて、広告は広告で分かれてい
るのが普通です。、混ざり合っていたことが、僕はそれがメチャク
チャうれしくて、こんな世界見たことないなと結構感動してしまい
ました。セルフ祭は結構評判になり香港のある雑誌が取り上げてく
れ、セルフ祭も良かったし、ポスター展も良かったので、祭が終わっ
て 1週間後の会議ではみんなメチャクチャニコニコしていました。
一番最初行った時は「もう俺たちのこと放っておいてくれ」みたい
な感じだったのですが、「あれ良かった、これ良かった」「あんなん
がしたいねん」と言い、おっちゃん達が「ポスターずっと残してほ
しいねん」「ポスター展したいねん」と自ら言ってくれました。空
き店舗をただで貸すから、ギャラリーに改装してもいいよと言って
くれ、ここから商店街の風向きが変わりました。ただただ受け身だっ
た商店街の人たちが積極的に何かがしたいと言うようになりました。
空き店舗を自分たちで土壁を作り改装して行きました。だいちゃん
という庭師が土を持って来て漆喰塗って完成し、電通の子達は来る
べき次のポスター展に向けて作品を作って行き、ギャラリーが完成
しポスターを飾りました。新世界市場のポスターができました。「買
わんでいいから見に来てや」新世界市場ポスター展が始まりました。
ニュースで紹介された5分ほどの映像を見て頂きます。夕方の「キャ
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スト」というニュースですね。
〈映像〉ABC朝日放送「キャスト」（2013 年 8 月 28 日）
　寂れた商店街をちょっと変わった形で活性化しようという取り
組みが今行われています。今年 100 周年を迎え大いに盛り上がっ
ている通天閣とその周辺の町かと思いきや、実はすぐ近くにある
新世界市場という商店街はシャッター通りと化してしまっている
んですね。この市場を盛り上げようと実はちょっと刺激的なコン
セプトのイベントが行われました。思い切って紹介します。キー
ワードは「ねぇ奥さん。本当は、Mなんでしょ。」思い切ってご紹
介いたします。どうぞ。通天閣です。麓は平日の昼間でも観光客
でにぎわっているんですけど、一方で生活に密着した新世界市場
商店街は寂れた雰囲気なんですね。お店はやっていないという所
も目立ちます。うーん寂しいですね。かつては人の波で動けない
ほど賑わっていた新世界市場ですが、49 店舗あった商店は今や 22
店舗と半分以下に。新世界が盛り上がってもこの一角は蚊帳の外
です。このままではアカン、シャッター商店街を打破するため仕
掛けたものそれは「わああ、本当のふんどしがポスター、らくちん、
裏っかわもや！『締め付けてちゃ下は育たない。』（注 1）これ何で
すか。わあ、これはなかなかセクシーですよ。『ご近所の女のカラ
ダを知り尽くしている男』（注 2）裏側『ねぇ奥さん、本当は、M
なんでしょ。』（注 3）」なんとも刺激的なこのポスター、実は婦人
服店のものなんです。「あのポスターの方は。」「私」「本人ですか」
「意味はそのままなんですけどね、MはMサイズの方です。」「M
か Sサイズの」「変な意味でとらないでほしい」「おもしろいですね」
各店舗に掲げられたちょっとおかしなポスター。これこそ新世界
市場復活のための切り札だと言うんです。店主自ら登場している
のも特徴で『おっちゃん』この方です。「世界一のお茶」「そうそう」
「よう見たら。新世界一のお茶」「なるほど」ポスターを仕掛けた
のは大手広告代理店電通の日下さんです。町おこしを応援しよう
と若手社員ら 39 人と一緒に店主と交流を重ねながら 120 点もの作
品を完成させました。しかも全て無償なんです。「ぶっちゃけた話、
電通さんで 120 枚ポスター作ろうと思ったらなんぼかかるんです
か？」「いや、それは言ったら怒られるから止めとこう。まあそれ
なりに金額はいきますね。若手の子も面白いものを作らせてもら
えるチャンスをもらったので良かったです。」ポスター効果も徐々
に出始めています。「すごいセンスいいですよね。」「おもしろい」
「大阪らしい」今のところ売り上げに直結とまでは行かないようで
すが。「直接売り上げに響かなくても新世界市場というものがある
んやなという感じで、お客さんが来て下さるので」「宝物、宝物に
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しようと思っています」そんな商店主たちが勢ぞろいしたポスター
にはこんなコピーが踊りました。「買わんでええから見にきてや」
（注 1：婦人服店「なにわ小町」のポスター文言　注 2，3：婦人服・
肌着屋「生田商店」のポスター文言）
みたいなことになり、朝日新聞とかに来てもらい話題になりました。
メディア 37 社が報道して、来客はかなり増えました。さらに第 2
弾ということで「文の里商店街ポスター展」大阪市阿倍野区でやり
ました。最初は自力でやっていたのですが、今回は大阪商工会議所、
商店街振興担当の方がおもしろいからやりましょうということで
やってくれました。第 3弾伊丹西台ポスター展は伊丹市と一緒にや
りました。こうやってポスター展は広がっていきました。鹿児島の
電通ではないフリーのデザイナーの方々がやりたいということで鹿
児島のデザイナー十数名が、鹿児島の西の吹上で開催しました。押
し掛けデザイン鹿児島という形で、デザインの力で勝手に押し掛け
て、デザインの力で地域を元気にするみたいなことをされて、毎年
ポスター展をしています。さらに三津の町ポスター展は地元愛媛大
学と松山ビジネスカレッジ、アートの専門学校の学生と一緒にやり、
どんどん広がります。僕は女川ポスター展、宮城県の津波で本当に
大変だった所です。仮設商店街で仙台のクリエイターたちと一緒に
雪降る中、ポスターをプレゼントしました。一番人気だったのが「ツ
イッター？やってないけどつぶ焼くよ。」つぶ貝の串焼き屋のおっ
さんや「明るいんでねくて、あかるくしてんのさ」地元の電気屋さ
んのポスターを作りました。2014 年でしたかね「笑って被災地を
支援するという被災地支援は新たな領域に入った」とジャーナリス
トの津田大介さんが言ってくれ、ちょっと違った形でどんどんでき
ていきました。今、地方創生のプロジェクトをしています。福井県
大野市人口は 3万人の盆地です。若い子がどんどん出て行く町で高
校生にポスターを作ってもらいました。高校生たちはポスターを作
ることで、地元の魅力を知って、地元の魅力を知ってから大学に行
くなり、出て行くのと、地元の魅力を知らずに出て行くのではかな
りUターン率が違うということです。地元のポスターを作って魅
力を知って、地元を自分の力で元気できるということをわかっても
らい、さらにポスターを作ることで地元にもなかなか面白い大人た
ちがいること、高校生って親、親せき、先生しかローモデルがなく、
この町にはこんな仕事しかないと思っていて、なかなか個性的な仕
事をしている人、おもろいおっちゃんなどとポスターを作ることで
通じて繋いで、大野という町を元気にしていこうというで 2年続い
て行っています。NPOのポスターをみんなで作ろうということで、
ソーシャルポスター展というものも行なっています。假奈代さんの
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ココルームのも作らせてもらってます。ベトナム戦争に行っていた
というココルームのおっちゃんのポスターを作ったりしました。商
店街ポスター展では 2016 年度 GOOD	DESIGN	AWARDをいただ
きまして、どんどんどんどん広がって日本全国に広がっている形が
ポスター展です。
　一方その間、新世界市場は放ったらかしではないのかとお思いで
しょうが、新世界市場では市場ギャラリーで三味線教室、カレー教
室をして「いちばギャラリー」として人が集う場所になりました。
セルフ祭は近くの日本橋小学校の PTAのおとまり合宿に呼ばれ仮
面のワークショップ行ったり巨大流しそうめんを作ったりし、セル
フ祭のアート活動が認められ、学校・養護施設などによばれるよう
になりました。元々事務所として借りた 2万円くらいの汚い部屋を
改装しカフェ＆バーとしてオープンしました。変なイベントをし、
さらに空き店舗を飲食店としてオープンさせました。セルフ不動産
は空き店舗を商店街のおっちゃんに紹介してもらい、フェイスブッ
クで公開しました。家賃 2万、敷金なし、4畳半の間取りも入れて、
仲介料もらわずにやっていたら、ビヨンさんという包丁研ぎの人が
借りてくれ、あいちゃんというおばちゃんが借りてくれました。10
時にシャッター開けて「あんたもっと家賃安くせーへんの」なんで
俺がこんなことやってるのか思いながら、なかなかしんどかったで
すが、こんなことをやって 2軒契約が成立しました。この 2軒は商
店街のおっちゃん達が持っている空き店舗だったのですぐだったの
ですが、さらに大家さんが商店街のすぐ隣に倉庫を持っていて「友
達にそんなんやる子おらへんの？」ということで「ゲストハウスや
りたい子おりますわ」ということで、2016 年 8 月にゲストハウス
THE　PAXをオープンし、外国人がたくさん来て賑やかです。他
にも串カツ屋 1軒入り、これは僕の手柄でも何でもないですけどね、
魚屋 1軒、服屋 1軒、セルフ祭＆ポスター展の効果で 6店舗オープ
ンしました。雑誌「ソトコト」で巻頭 6ページの巻頭特集をしても
らい、いい感じで盛り上がって来ました。町を元気にするというこ
とができているのではないかなと思っています。
　セルフ祭って何かなと、ここからまとめに入ります。セルフ祭は
2010 年以降ほぼ毎年開催しています。「己を祭れ」というテーマで
やっていて、商店街のいろんな人たちがパフォーマンスをし、店を
出したり、装飾があったりします。藤井先生に能勢電アートライン
という能勢のイベントに呼ばれ、北極星祭を去年能勢の妙見山で行
いました。妙見山は北極星信仰が残っていて、それがおもしろいと
いうことでセルフ祭のノリでやりました。みんなで仮装し、川西能
勢口からロープウェイに乗り、頂上まで行き地元の吉川自治区をパ
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レードし、妙見山にお参りし、UFOを呼ぶということで地元神社
の神主さんとお坊さんと一緒にUFO呼び、この時UFO来ました
ね。またおいおい言いますが。セルフ祭の特徴は何かと言うと、1
つ目は、誰もが参加できるように心掛けています。商店街のおっちゃ
んが詩吟を詠んだり、カラオケを歌い、85 歳の現役大工さんが作
品を作ったり、有名なアーティストで昔カヒミ・カリィに曲を作っ
ていた渋谷系のスコットランド人のアーティスト、モーマスが来た
り、プロからアマまで、子供も日雇い労働者も幅広く参加します。
褌テープカットで、毎回メッチャ長い褌を引っ張り合いそこを商店
街のおばちゃんにカットしてもらい始まります。大正区の沖縄の人
に来てもらいパレードしました。間口を広くしています。2つ目は
仮装で鬼や僕は釣りが好きなので人間を釣りたいなと思い、お金や
クレジットカードや人間で釣りたいなと思い仮装しました。奥の方
で動物の格好をしてバイオリンを弾いている手前を動物の格好をし
た人が横切りました。全然違うアーティストのものですが、「わあ
動物の前を動物が横切ったわ」とケニアのサファリを思い出しまし
た。仮装をしてみんなで集合写真を撮ったりしました。仮装を結構
大切にしていて、その場で衣装を貸し出し、鳥取から来た子に「仮
装しいや」と強引に仮装させるとハジケました。仮装するとアホに
なれます。普段の自分を脱ぎ捨ててお祭モードになります。仮装を
大切にしています。決してハロウィンとは違い、あれはスーパーマ
ンやスパイダーマンといったモデルがあります。そうではなく、自
分なりの仮装をするように心掛けています。3つ目はごった煮です。
敢えてごった煮にしようと思っていて、アーティストにこだわりま
せん。だんじりのヤンキーをスカウトしたり、インド舞踊、ロカビ
リーを呼んだり、敢えてごった煮にしようとしています。当人から
見たら全部一緒かもしれないですけどね。僕らなりにごった煮にし
ようと考えています。4つ目は表現したことない人が表現するよう
にしています。トリエンナーレとかは素晴らしいアーティストが来
ますがそうではなくて、敢えてそうしようと思っていて、ファース
トアルバムの衝撃の集合体を集めようと心掛けています。ポール・
マッカートニーの 23 枚目のアルバムより、無名のバンドのファー
ストアルバムの方がおもろいやろという感じでやっています。実は
有名なアーティストも呼んだことあるのですが、僕らが主催したの
にアーティストの所へ行き頭を下げ、作品持って来て展示し、作品
を撤収し、またその人に届けてその人は当日来ないと、何のために
やっているのかなとなり、そういうのは止めようとなりました。表
現したことがない人が表現するということで、趣味で俳句やってい
るおばちゃんを呼んで来たり、電通の子でも元々美大でアートを
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やっていたので、忙しくてやっていない、しばらくやっていないと
いう子を呼んで来てやってもらったりしています。初めての人が表
現できる場を作ることを一生懸命やっています。5つ目は祭りです。
イベントではなく祭りです。セルフ祭がアートイベントではなく祭
で、己を祭れと言っていますが、これはすごく大事です。祭りには
儀式があります。毎回褌テープカットの儀式して一並びし、最後相
撲を取り、UFOを呼んで終わります。なんかわからないですけど、
祭はカッコいいし、地域に密着してあるべきものですし、祭りには
特徴があります。地元の人は祭りには寛容的です。これなかなか面
白いことがあって、とある地域でドラムの演奏をしたら即行苦情が
来ました。和太鼓には全く苦情が来ないです。和太鼓はドラムの音
より大きいのに。祭りには日本人は寛容的です。これがイベントと
の違い、ドラムと太鼓の違いです。おもしろいなと思いました。己
を祭れがコンセプトなのですが、神様は自分で自分たちで表現しよ
う、自分たちが神様になって祭をイベントにしようとするのがセル
フ祭です。
　さらにまとめていきます。商店街が表現の場としての商店街とし
て機能し、ポスター展は電通クリエイターの表現の場で、セルフ祭
はすべての人間の表現の場です。街をアートで遊ぶとは僕なりに考
えるといろいろありますが、僕の考えではギブ＆テイクです。新世
界市場の人は「あんたらが町のためになんかしてくれるんやったら
遊ばせたるわ」という感覚で、それが今僕がやっていることです。
おじさん達はアートには興味ないです。「あんたなんでそんなけっ
たいな恰好してんの？」といった感じで、おじさん達の理解できな
いことが起きていると思います。でも「あんたらがおもろいことし
て楽しんで、その結果町が元気になったらいいんちゃうの」とすご
く思っています。結果、成立しているから、今もやらせてもらって
いるんやなと思っています。これがアートイベント化し、ポスター
展がなかったらセルフ祭はなかったかもしれませんし、祭の後も彼
らが掃除し手伝い、地域に入り込んだから今もできています。「何
かやってや」「重い物運んでや」と結構来ますが、商店街の便利屋
みたいになってやらしてもらってます。千日前の味園ビル、ここの
２階は元々全然店が入っていませんでした。今はたくさんの店が並
び若者がたくさん集います入っています。週末などごった返してい
ます。何をやったかというと掃除したそうです。自分たちで地下に
ダンスミュージックのクラブを作り、最初に掃除したそうです。「そ
うなんやな」って言って、そうするとビルのオーナーが「掃除して
くれるんやったら好きにしいや」となり、地域に溶け込むことはギ
ブ＆テイクになります。僕たちはお店のためになるとポスターを作
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り、表現しました。町をアートで遊ぶための条件ではないかと思っ
ています。さらにより効果的にするために「残す」ことが大事かな
と思います。残っているから「Meets」が出している「大阪観光」
に市場のポスターまでがおもしろいと掲載されました。ポスターが
おもろい商店街になったわけです。今でも 4年前のポスターを商店
街に飾っています。台湾でも話題になって台湾から来たり、写真を
撮ったり結構話題になっています。「おもろいポスターのある商店
街」として未だ話題を呼んでいます。アートとは昔は箱もの行政と
言われ色々なものを造り、ダメな結果もあります。ハードからハー
ドソフトみたいなものがあればいいかなと思いました。つまり残る
ソフトです。ポスターみたいなものや映像かもしれないし、何かの
システムかもしれません。そういうハードなソフトみたいなことを
残して行こうと心掛けています。おもしろいと社会に良いのかなと
思います。マスコミが取り上げやすく、人と人、会社をつなげたり
します。これが 1つだけ抜けると大変です。おもしろいだけだと、
映画、小説、漫画、テレビ番組もおもしろいでしょ、おもしろいも
のが世の中に溢れています。おもしろいだけだと抜けるのは難しい
です。社会に良いだけだと逆に公共性ができ、ちょっとまじめに見
えて、あくまでもニュースを送る人からの視点から言うと、おもし
ろいはニュースの話題性で、社会に良いとは公共性です。話題性が
あり公共性があるとニュースになります。話題性だけだとそんなこ
とニュースでやる必要ないとなるし、公共性だけだとまじめすぎて
お客さん、一般の人が見てくれるかなとなります。これは大事かな
と思います。おもしろい、社会にいい、自分にしかできない 3つが
加わると他のとは違うことができます。自分にしかできないことは
ポスター展ではポスターを作ること、セルフ祭ではアートで表現す
ること、自分にしかできない表現ということです。こうやっていく
と結構良くなって行くなと思います。おもしろく、社会に良く、自
分にいいと執着心が湧いてきます。こうなると下心が出て来ます。
商店街のポスターでいうと賞を取るということは下心です。人気が
出るとか儲けるとか、そうなると執着心が生まれます。自分にいい
とキャリアアップにつながり、これは大事かなと思います。アート
で町で遊ぶためにはおもしろい、社会にいい、自分にいい、自分に
しかできないと考えると 1つの大きなヒントがあるかなと思います。
　お祭システム、セルフ祭もそうですが、たくさんの人間が下請け
に関わることで大きなエネルギーが生まれると思います。1人の観
客よりも 1人の主催者、見るだけよりもちょっと参加する方がだい
ぶん感動の量が違います。僕たちはできるだけ来た人には何か少し
でも参加してもらおうと考えています。一から参加してもほとんど
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出来てから参加してもいいのですが、何かに参加させることを一生
懸命考えています。ステージに無理矢理あげることを考えています。
一発芸をさせるとか仕事を投げる、任せる、やさしいむちゃぶりが
大事で、祭自体がそういうものだと思っていて、地域の中でも何か
しら役割があります。地域の会合に集まったり掃除したり、月一の
定例会議に集まったり、結構面倒くさいのですが、それをやってい
るからみんなで参加性があり、だからこそ祭りがありますね。ただ
その日だけ参加するのではなく、できるだけ下積みに参加してもら
う、祭システムを大事にしています。祭システムは質より量です。
量は質を凌ぐと思っていて、無名のアーティストも 100 くらい集ま
ると何か凄いことになります。だから質より量でやっています。失
敗をOKとする。アートイベントだと肩ひじ張らずに何でもいいよ
ということを大事にしています。最後に、アホになれということで
す。町を変えていくにはアホになることも大事かなと思っています。
これが 1つの社会を地域を変えていく 1つの典型かもしれないと思
います。最初「お前何言ってるねん」みたいな奴が勝手に始めたこ
とがどんどんどんどん人が来て、「あ、俺も入っとかなヤバイな」
となることが地域のような気がします。アホなることって大事だな
と思います。地方創生の観点から言うと石破大臣も言っていますが、
地域を変えるのは若者、よそ者、若者で、どこかのよそ者のバカな
奴が飛び込んで来て町を変えると思っています。アートというのは
地方創生、地方を変えるアーティストはアホが多いと思います、飛
び込める。だからこそ町を変えるきっかけ、発火点になります。そ
の時にフォローは大事です。そこがどう地域に中に入って行くかが
大事かなと思います。特にセルフ祭はアホになることを心掛けてい
ます。大愚の教え、これは仏教の禅のことばで「大いに愚かになれ
ば道は拓かれん」と言った教えです。英語で言うと「Stay	foolish,	
Stay	Hungry」スティーブ・ジョブズのことばです。僕もアホにな
ることを実践しようと思っていまして、人生は短いと常々思ってい
ます。実は私事なのですが、2012 年くらいに腎臓病になり、命に
別状はなかったのですが 2ヶ月ほど入院しました。その後、薬を飲
んでいたのですがなかなか復帰できず、2年ぐらい療養していまし
た。入院して半年後に第一子が生まれ、2ヶ月後に妹が亡くなりま
した。年明けに親父が脳の病気で入院し、2ヶ月後に東日本大震災
が起き、さらにその 1年後に母親が亡くなりました。1年くらいで
人の生死をまざまざと見て、人生は短いと言われますが、それを肌
身を持って感じました。人間ってすごくいい感じの時に急に亡くな
るわけではなく、だんだん衰えていって亡くなります。人間ってい
い時って短いなって思います。その時にスティーブ・ジョブズが「明
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日死ぬと思って生きる」と言います。彼は癌になってから、毎朝起
きて洗面所の鏡の前で「俺は今日死ぬとしたら、こんなことしてい
いのか」と鏡に向かい合って自問自答していたそうです。それを僕
もやってみたのですが、3日も続かなかったです。明日死ぬとまで
は思えなかったです。まあ、心掛けていることはあって、照れと遠
慮を捨てることも大事です。照れたりして、今恥ずかしいからちょっ
といいやと思ったり、先輩や上司の意見だからここは遠慮して、次
何か来たらやろうと次のチャンスでやろうと思っていても、実は次
のチャンスなんて無いですね。今恥ずかしがってなにもしないとか、
その人にはもう次会えないかもしれないと思います。そう考えたら、
人生短いのに照れたり、遠慮している場合ではないと思ったら、大
いに愚かになれたわけです。そうすると道が拓かれ、今日こんな所
に呼んでいただいたわけです。アホになることが街の大事な遊び方
であり、街を元気にするやり方だなと思います。以上、ありがとう
ございました。
松本：日下先生、ありがとうございました。本当に、講演のテーマ
通りアホになるということで、踊る阿呆に見る阿呆とあるかもしれ
ませんが、踊る阿呆をいかに一緒に増やしていくかというところで、
地域のリソースを繋げていかれる先生のバイタリティーにまた感動
させていただいたと思います。
　では、続きまして次の講演に参りたいと思います。第 3題は「華
氏 451 の芸術―横浜トリエンナーレ 2014 がのこしたもの―」とし
まして、インディペンデント・キュレーター／国立国際美術館客員
研究員の林寿美先生をお迎えしております。林寿美先生は国際基督
教大学教養学部卒業後、1989 年より川村記念美術館（現DIC 川村
記念美術館）にご勤務され、同館で「なぜ、これがアートなの？」
「眠り／夢／覚醒」「ロバート・ライマン」「ゲルハルト・リヒター」
「マーク・ロスコ」など多数の展覧会を企画されました。また 2010
年には「第 14 回アジアン・アート・ビエンナーレ・バングラデシュ」
の日本コミッショナーを努められています。2012 年に同館をご退
職後「ヨコハマトリエンナーレ 2014」のキュレーターを努められ、
以降は国内外のアート ･プロジェクトに携わっておられます。それ
では林寿美先生、よろしくお願い致します。
林：最初に登壇された上田假奈代さんとは、2014 年の横浜トリエ
ンナーレで少しだけ関わらせていただきました。ただゆっくりお話
を伺ったことがなかったので、今日初めて釜ヶ崎芸術大学を含む活
動の数々についてお聞きして大変感銘を受けました。次なる日下慶
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太さんは今まで私がやって来たこととは全く違う活動をされていま
すが、上田さんにしろ日下さんにしろ、個人が力を発揮して、もち
ろんお一人ではなく仲間がたくさんいらっしゃるのでしょうが、人
が力を発揮して何かを作り上げるという力強さがすごいなと思いま
した。
　感想から入ってしまいましたが、私がこれからお話しする横浜ト
リエンナーレは、2001 年に始まった国際芸術祭です。私が関わっ
た 2014 年がちょうど 5回目で、2011 年以降は横浜市が中心になっ
て開催しています。例えばイタリアではヴェネチア ･ビエンナーレ
が 100 年以上も前から開催されていますが、横浜トリエンナーレは
世界に誇れる芸術祭を日本でやれないかということを国が考えて始
まったものです。最初は日本各地の地方自治体が名乗り挙げたよう
ですが、最終的に横浜が選ばれました。当時、外務省の所轄だった
国際交流基金が日本と外国の文化交流を図ることを目的に掲げ、展
覧会事務局の役割を担っていたんですね。ところが途中から横浜市
がそれを代わってやることになり、様相が変わってきました。つま
り、第 1回の横浜トリエンナーレは、現代美術を通して世界に日本
のプレゼンスを発信するという意識のもと、キュレーターも複数い
て、彼らが選んだアーティストを紹介するという、海外で行われて
いるビエンナーレ、トリエンナーレと基本的に同じ構造で行われ
ましたが、私が関わった 2014 年のひとつ前、第３回からは、横浜
市が運営母体に変わったことで、市の中にトリエンナーレを盛り上
げていかなければいけないということが認識され、メイン会場が横
浜美術館になり、市役所内にトリエンナーレの担当部署ができるな
ど、ローカルな発信力が強まりました。その結果、来る人の層も展
覧会の性質や役割も少しずつ変化して来ているのではないかと思い
ます。いずれにしても先にお話しいただいた上田さんや日下さんの
ように、何かのきっかけである地域に関わった人がアートでその街
を元気にして行くのとは違い、自治体や国など権威や資金力を持っ
た団体が美術展を企画し、街やそこに暮らす人々を変えていくとい
う点で、ベクトルの異なる芸術祭と言えるでしょう。
　これからご覧いただく映像で、前回の横浜トリエンナーレがどの
ような展覧会だったかをおわかりいただけるのではないかと思いま
す。私はキュレーターとしてこの展覧会に関わったのですが、私を
含む 5人の美術専門家を束ねるアーティスティック ･ディレクター、
芸術監督がアーティストの森村泰昌さんでした。森村さんが選ばれ
たのも、横浜トリエンナーレ側が何か新しい形でトリエンナーレを
実施しなければならないと考えたことの表れです。普通、国際美術
展ではキュレーターが選ばれ、展覧会の企画を練っていきます。アー
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トと関わりながら、キュレーターではない人が展覧会を企画すると
どうなるだろうと選ばれたのが森村泰昌さんでした。森村さん自身
は名画や有名人、歴史上の人物に扮した写真作品で広く知られてい
ますが、展覧会を企画したことは過去にはなく、この時が初めてで、
非常に迷われたというか、困られ、色々なご苦労があったと思いま
す。そこで、私を含めて 5人のキュレーター ･チームが、森村さん
が考える展覧会のイメージをどうすれば形にすることができるのか
を考え、アーティストを推薦したり、作品を紹介したりして、森村
さんのアイディアを実現するためのお手伝いをしたわけです。私自
身、それまでは自分で企画することばかりで、他の人が考えた展覧
会を形にするという体験は初めてでした。最初はかなり不安もあり
ましたが、やってみると非常に勉強になることが多かったです。
　先ほどご紹介いただいたように、「ヨコハマトリエンナーレ
2014」のメインタイトルは「華氏 451 の芸術」です。“華氏 451”
というのはレイ・ブラッドベリが書いた SF小説『華氏 451 度』か
らとられています。森村泰昌さんがその本からヒントを得て、“華
氏 451”をテーマにしたいと。さらに、サブタイトルが「世界の中
心には忘却の海がある」。この 2つはなかなか結びつかないかもし
れません。『華氏 451 度』は近未来社会で人々が思想統制されてし
まう話です。本を読むことが許されない世界、本を持っていると通
報され、焼かれてしまう世界で（※華氏 451 度は紙つまり本が燃え
始める温度）、人がどうなって行くか……。主人公はその体制に抗
うわけですが、そうするなかで、形ある本が無くなってもそのストー
リーを頭の中で記憶して口伝していく、語り部として後世に伝えて
いく「本の人」が登場して、小説は終わります。この本にあるように、
忘れ去られる、忘却とはどういうことか、記憶に残ることだけでな
く、忘れられたことの方に本当は意味があるのではないかというこ
とをテーマにしたいというのが森村さんのアイディアでした。森村
泰昌さんは 30 代でヴェネチア ･ビエンナーレや海外の展覧会に参
加され、当時から今に至るまで活躍を続けているアーティストとし
て高い評価を受けていますが、ご自身は京都市立芸術大学を卒業後、
いったん企業に就職したものの三日で辞めてしまった。そうしたこ
とから、社会の一員になれなかったというコンプレックスがおあり
なのか、社会におけるアーティストの役割についてずっと考えてい
らっしゃるのだと思います。そして、アーティストや芸術品のなか
には、何かの事情でその価値が見出されず、忘れ去られたままのも
のがたくさんありはしないかという思いもおそらくあった。こうし
たコンセプトのもとで、「ヨコハマトリエンナーレ 2014」は企画さ
れました。紹介映像を見ながらどのような展覧会だったかを具体的
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にお話していきたいと思います。
＜映像＞「華氏 451 の芸術：世界の中心には忘却の海がある」記録
映像（ヨコハマトリエンナーレ 2014）
　こちらは、メイン会場だった横浜美術館の入口前に、ベルギーの
アーティスト、ヴィム・デルボアの彫刻作品を運び入れているとこ
ろです。この映像はドキュメンタリーなので実際の展示風景にくわ
えて、トリエンナーレの開催中に行った様々なことが紹介されてい
ます。これが展覧会のメインビジュアルイメージですね。続いて、
森村さんが音声ガイドを収録中の様子です。「皆様、本日は『ヨコ
ハマトリエンナーレ 2014』にお越しくださいましてありがとうご
ざいます。アーティスティック ･ディレクター、芸術監督を務めま
す森村泰昌です。今回の横浜トリエンナーレに、私は『華氏 451 の
芸術：世界の中心には忘却の海がある』と、こういうタイトルを付
けました。忘却ということばがキーワードなんですね。私たち、日々
の暮らしの中で何か大切なことを見落としていたり、気が付いてい
るのに知らないふりをしていたり、そういうことってないでしょう
か。現代という時代がどこかに置き忘れて来てしまったり、失われ
ていったりしていること、ないでしょうか。そんな忘却世界をめぐ
るおよそ 12 種の物語を皆さんと一緒に巡って行ければいいなと考
えました」。
　こんなふうに、いろいろな展示風景を映しながら展覧会の全体像
が見てとれるようになっています。これは記者発表で森村さんが話
している様子ですね。「世の中には隠されていることがたくさんあ
ると思います。役に立たないとみなされて捨て去られていくものは
たくさんありますね。膨大な量の失敗や敗北といったようなものも
あります。それら忘れられていくもの、ここに眼差しを向けること
が無意味だとは決して思えないのです。見えないもの、見てはなら
ないとされるもの、語りえぬもの、語ってはならないとされるもの、
あるいは子供の頃には持っていたのに、大人になると忘れてしまう
空想や妄想、こういうものも普段私たちが見落としがちな大切な忘
れ物なのではないでしょうか。『ヨコハマトリエンナーレ 2014』は
このような、私たちがどこかに置き去りにして来てしまった、しか
し本当はずっと持ち続けておくべき忘れ物を取り戻す旅を目指して
います」。これが森村さんのコンセプトです。国際芸術祭では、出
品作家の国籍をバラエティに富むようにするのが定石ですが、森村
さんはそこにはこだわっていません。
　今、ご覧いただいているのは、マイケル・ランディというイギリ
スのアーティストの作品です、横浜美術館のエントランス ･ホール
に設置された、高さ 14 メートルに及ぶ巨大なゴミ箱に、アーティ
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ストたちが自分が捨てるべきと考える作品を投げ入れるという、パ
フォーマンスを含んだものです。こちらは、釜ヶ崎芸術大学の展示
スペースですね。……こうやって来場者の方々に作品の説明をして
いるのは、“ハマトリーツ !”と呼ばれる横浜トリエンナーレのサポー
ター ･チームの方々です。15 年間も続けていると、地元でもトリ
エンナーレのお手伝いをしたいという方がたくさん出てくるんです
ね。それから、国際美術展ではアーティスト ･トークやパフォーマ
ンスなど、作品展示だけではなく、その日しか見られないようなイ
ベントもしょっちゅう行われています。「小さな箱の中に自分の好
きな物を詰め込んでできたかのような作品ですね。ジョセフ・コー
ネルの作品には、どこかなつかしい雰囲気が漂っています。こんな
風にして自分の好きな世界に入り浸り、一人で楽しんでいたことは
皆さんの幼少期にもあったのではないでしょうか。でも、そんな小
さなおもちゃ箱みたいな世界で遊んでいてはだめだ、世の中に出て
もっと大きな仕事をすべきだと思い立ち、何だか焦ったりしてしま
う。だんだんそのように子供の頃を卒業して、誰もが大人になって
いくのでしょう」。森村さんはアーティスティック ･ディレクター
として、様々な展覧会の広報活動にも非常に積極的で、テレビに出
たり、雑誌の取材に応えたりするほか、音声ガイドのためにご自身
で原稿を書き、こうしてナレーションまで担当されたのには脱帽で
した。
　これは映像作家トヨダヒトシさんの上映会、スライドショーの様
子です。会期中に 7回、横浜美術館の建物前や市内各所で行いまし
た。こうしたイベントの運営は、ヨコハマトリエンナーレの事務局
と“ハマトリーツ！”というサポーターの皆さんが担当し、パブリッ
ク ･プログラムとして、展覧会と伴走するような形で行われました。
それから、こちらは風変わりなイベントで、マイケル・ラコウィッ
ツという出品作家が料理好きで、イラク料理をみんなに振る舞うと
いう、パフォーマンス型ディナー。パブリック ･プログラムと言い
ましても、大勢の方が参加できるものもあれば、この食事会のよう
に 10 ～ 20 名くらいで参加するようなものもありました。イラクの
料理を通じて作家の出自となるイラクの文化を知ってもらいたいと、
ラコウィッツ側から提案されたものです。
　これは釜ヶ崎芸術大学の「TAKIDASHI（炊き出し）カフェ」で
す。美術館前の広場にテントを組み、炊き出し料理を振る舞いまし
た。また、釜ヶ崎芸術大学については、出張授業とも言えるイベン
トも行われました。こちらは「生きる哲学」と題された、臨床哲学
者で看護師の西川勝さんによる講義です。「釜ヶ崎というところは
皆さんご存知でしょうが、一人暮らしの人が多いです。で、生活も
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非常に苦しい状況にあります。このような中で、人は考えざるを得
ない。楽な時、人はあまり考えないです。やっぱり苦しい時、悲し
い時は考えざるを得ない」。これは先ほど上田さんが紹介されてい
たのと同じ映像作品です。「頼らない、そう決めて生きて来た。1
人で生きて来た」。釜ヶ崎のおじさんたちのインタビュー映像が続
きます。それからなんと、釜ヶ崎のみなさんには横浜まで来て、狂
言も披露していただききました。このプログラムは大好評でしたね。
これは上田さんの講座、ワークショップ形式で、二人一組になって、
相手に対して詩を作るというものです。「はい、もう一度おさらい
しますよ。相手の人が見つめて来たら目を逸らさない。本当にじっ
と見ていたら顔のどこかがグッと来ます」。そしてこれは第 3回の
講座「まっかなお月さんを見る会」という夜間に行われたプログラ
ムです。
　ここからは、もう一つの会場、新港ピアというスペースの様子で
す。2008 年の横浜トリエンナーレの時に造られた建物で、今はす
でに取り壊されているのですが、トリエンナーレ会場として３回使
われました。写真家のやなぎみわさんは近年、演劇も手がけられて
いて、台湾製の移動舞台車で今年の夏、初めて演劇公演を行ったの
ですが、派手な電飾で飾られたその移動舞台車を公演前にトリエン
ナーレで発表しました。
　出品作家のアーティストたちが世界のあちらこちらからやって来
て、ヨコハマという街を知り、作品を展示し、人々の前で話すとい
う交流もトリエンナーレ中にはよく見られました。海外組について
は、ほとんどの方が横浜に来るのは初めてだったようです。メイン
となる横浜美術館はきちんとした印象の会場ですが、こちらの新港
ピアは倉庫のようなスペースで、より現代的な展示に向いていると
言えるでしょう。また、森村泰昌さんの発案で中高生のためのプロ
グラムを組みました。このグリーンのTシャツを着ている子がリー
ダーで、小学生たちに展覧会について説明していますが、彼ら中学
生、高校生のリーダーには森村さんがきっちりしたレクチャーを行
い、それを踏まえてリーダーが小学生を率いるといった内容の教育
プログラムでした。
　こちらは、展覧会の最終日に行われたクロージング ･イベントの
様子です。出品作の１つであった『Moe	Nai	Ko	To	Ba（燃えない
ことば）』という本を燃やすというパフォーマンスです。『華氏 451
度』が本を処分するという話ですから、それに引っ掛けて、世界で
ただ 1冊しかない本を作り、その『Moe	Nai	Ko	To	Ba』を展覧会
最終日の閉館直前に本に関わった関係者の方々に朗読してもらいま
した。そのトリを飾ったのが森村泰昌さん本人で、朗読後、その本
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を展示室から持ち去ってしまいます。ですが、本がそこからなくなっ
ても、『華氏 451 度』に登場する“本の人”のように、“ハマトリー
ツ！”、サポーターの方々が先ほどの本に収録されていたテキスト
を暗唱し続ける。一方、美術館前の池では、先ほど本を持ち出した
森村さんが、“本の女神”に本を渡し、消防士の恰好をして再登場し、
本を救い出します。なぜ消防士かといえば、『華氏 451 度』の主人
公が最初は本を焼く仕事をしていた昇火士＝ファイアマンだったの
に、最後は自分が本を肯定するようになる、それに引っ掛けて、森
村さんも主人公と同じ役割を演じているということです。さて、こ
のドキュメンタリー映像をご覧いただいて、「ヨコハマトリエンナー
レ 2014」にどのようなものが出品され、どのようなプログラムが
あったか、概要をおわかりいただけたと思います。
　途中で色々お話しして来ましたが、横浜トリエンナーレは横浜市
が中心になって資金と人員の両面から大きく支えているものの、や
はり要になるのはアーティスティック ･ディレクターの森村泰昌さ
んでした。森村さんがキュレーターではなくアーティストだったこ
とから、この展覧会のコンセプトは出来上がっています。華やかさ
が求められる国際美術展なので、お客様をたくさん入れて欲しいと
か、いろんな所から注目されて欲しいとかは当然ありますが、森村
さんがテーマに掲げた“忘却”から森村さん自身はいっさい逃げま
せんでした。国籍や宗教、性別などバランス良くというオーダーに
ついても、森村さんはそのまま「うん」とは言わず、やはりご自身
が考える展覧会にふさわしいアーティスト、あるいは作品だけをど
うしても出品したいと。そこは譲らず、毅然とした態度を取り続け
たのが奏功したと思います。そういう展覧会作りに対する姿勢には、
私自身、大きく学ぶところがありました。
　先ほどの映像には出て来ていなかったのですが、この展覧会が地
域に残したものとして、たくさんの関連プログラムがあります。「創
造界隈拠点連携プログラム」と呼ばれたもので、横浜 ･関内にある
BankARTという現代美術のための展示施設や、黄金町という現代
美術のイベントをやっている場所があります。これらと連携するよ
うなプログラムが実施されました。また、会場のいろいろな商業施
設がありますが、その中のレストランやお店で横浜トリエンナー
レのチケットを見せると割引があったり、特別メニューがあった
りもしました。さらに、地元の企業 20 社ほどがトリエンナーレの
応援グッズとして特別な商品を開発してくださったり。これまで 5
回、10 年以上も開催していると、展覧会に直接関わる部分だけで
はなく、街全体にも経済効果をもたらしています。このような効果
を数字だけで計るのは難しいのですが、2014 年の横浜トリエンナー
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レの入場者数は 89 日間の会期中に 21 万人、一日平均 2,348 名でし
た。これは関西の状況と比較するとかなり大きな数字ですが、トリ
エンナーレにとっては、ちょうど目標を突破したかなというくらい
です。運営側からすると、もっともっとたくさんの人に来てもらい
たかったというのが本音かもしれません。しかし、先ほど日下さん
が最後にお話しされていたように、社会にとって本当にいいものと
は何か、おもしろいということは何なのか、今回の場合は森村泰昌
さんが考えたおもしろさということですが、それはコンセプトに十
分に反映され、普段美術に縁遠い方はテーマが難しいと思われたか
もしれませんが、展覧会自体の評判は美術関係者にはとても良かっ
たようです。先ほどの日下さんのお祭と相反するようですが、国際
芸術祭と「祭」が付いていると、展覧会の内容を決めていくのにお
祭の要素があるもの、祝祭性の高い作品を入れて欲しい、地味な作
品は暗くなるし良くないのではと言われがちで、実際に企画会議で
もそうした意見が出ました。ですが、森村さんは最初から「私は祝
祭性は追及したくない、お祭り騒ぎをしたいわけではないのです」
とおっしゃっていました。その結果、一見地味ながら森村ワールド、
すなわち、森村さんの考える社会、世界、生き方が感じられる内容
になっていたのではないかと思います。イベントとして成功すると
いうことが一体何なのかについて、5回目の横浜トリエンナーレと
して考え直す時期に来ていたのかもしれません。個人的には 21 万
人という数字はけっして少ないわけではないし、見た方の満足度や、
どんな方がいらしてくださったのかが重要だと思います。これほど
世界中のあちこちでトリエンナーレやビエンナーレが開催されると、
どうしてもテーマが似通って来るのですが、2014 年の横浜トリエ
ンナーレは、森村泰昌という人のかなり独自な世界観が示せたので
はないでしょうか。それまでにないタイプのトリエンナーレを実現
できたという点で非常に意味があったと思っています。
　ちょっと話しきれないこともありましたが、後ほど第二部の方で
質問をお聞きする時間もあると思いますので、ひとまずこちらの方
で話は終わらせていただこうかと思います。ありがとうございました。
松本：林先生ありがとうございました。第 1部は三者三様のお立場
から表現の根源となるアートの活動の中で街をどう繋ぐか、街にど
ういったものを残していくかについてお話しいただきました。それ
ではただいまから 10 分休憩を挟ませていただきまして、第 2部の
方を再開したいと思います。よろしくお願い致します。
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松本：第二部を始めさせていただきたいと思います。登壇いただく
のは第一部でご講演頂きました 3名の先生方に加えまして、指定討
論者、武庫川女子大学教育研究会連携推進室の大坪明室長にご登壇
いただいています。また進行は生活美学研究所員の藤井達矢が務め
させていただいます。どうぞよろしくお願いいたします。また、活
発なご意見ご質問をお願いいたしたいと思います。また次年度シン
ポジウムの記録集に反映させたいと思いますので、ぜひ質疑応答の
際にはお名前などお聞かせいただければ幸いです。ではどうぞよろ
しくお願いいたします。先生方よろしくお願いいたします。
藤井：先生方、先ほどはありがとうございました。私自身も「アー
トで地域を何とか・・」と、そういう活動をずっと続けてまいりま
したので、私に向けても叱咤激励といいますか、反省しろよと言わ
れているような気もしながらお聞きしていた次第です。昨今、アー
トで地域を興していく、アートと地域の関係性は一体どういったと
ころにあるのかが様々な現場で議論されています。それをお三方そ
れぞれの視点で、それぞれの手口で仕掛けていって、「仕掛ける」
というと何か押しつけがましいイメージになりますが、そうではな
くて地域の人と共に、またその結果どうなるだろうといったことも
想定しながらのお話だと思います。ただ 40 分間ではなかなかお聞
きできなかったことや、もっとしゃべりたいことや、裏話もおあり
かもしれません。
　先ほどご講演を糸口にもう少しこの辺を聞いてみたいとかという
ことがあれば、ぜひまた後で今日参加されているみなさんにもマイ
クをお渡ししますのでぜひ議論に参加なさってください。地域にお
けるアートはどこに向かって行くのだろうか。特に日本、世界もそ
うですが、様々な問題を抱えている中で、アートに何ができるのだ
ろうか。ひょっとしたら何もできないのかもしれない。しかしアー
トだからこそ何か夢を求められるかもしれない。様々なことに思い
を巡らせながら、私も拝聴しておりました。これからディスカッショ
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ンに入って行くわけですが、まず先生方から、補足などありました
らよろしく願いいたします。
上田：現状は頭を悩ましていることがございます。街が大きな変わ
り目を迎えています。大阪市では西成特区構想というキャンペーン
が行われて、大きなお金が動いたり小学校の統廃合があったりいろ
いろあります。街の高齢化はすごいスピードで進み、多くの人が亡
くなっています。隣の阿倍野にハルカスという大きなビルができ、
再開発が成功したので、なんと崖下の西成区の方もその余波を受け
て中国人が投資して土地や物件を買っていきます。投資ですから地
域がどうなるかより、土地の値段に注目がいくわけですから、街の
ことよりはお金ですよね。ジェントリフィケーションということ
ばー浄化と言われますね、街はどんどんきれいになっていきます。
アートも加担していることがたまにはあります。それも意識してい
なくても知らずに加担してしまうこともあります。私はこの活動を
通して加担したいわけではなく、そこに生きている人たちの生きて
いる証を表して、記憶を繋いでいきたいと思っています。異なる立
場や考えを持っている人たちが同じテーブルについて表現し合うこ
とで街のことを考えていくことや生きることを深くするような場を
持ちたいと思っています。アートを利用してジェントリフィケー
ションに加担することも世界的によくあることですが、そこにどう
いう注意を向けながら活動していくかが課題だと思っています。変
わりゆく中でどのように活動を繋いでいくか、それも課題として捉
えています。とりわけ孤独死も多いので、死にまつわるところ、今
日本では死について語ることはタブーとされてきましたが、すごく
重要なことだと思っています。	
藤井：ありがとうございました。
日下：僕さっきけっこうしゃべったので、大丈夫です。ちょっと押
しちゃったし。大丈夫です。
藤井：ありがとうございます。
林：私は押されちゃった方ですが、大丈夫です（笑）。次回の横浜
トリエンナーレは来年 2017 年に開催されます。テーマは「島と星
座とガラパゴス」。日本をはじめガラパゴス化した社会やコミュニ
ティをどう世界とつなげるかというようなテーマだったかと思いま
す。さらにアーティスティック ･ディレクターによる企画ではなく、
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養老孟司さん、アーティストのスプツニ子！さん、美術史家の高階
秀爾さんなど、各界の有識者の方々がチームになって展覧会を作り
上げるという新しいやり方にチャレンジされているので、もし来年
夏に横浜へ行かれる機会がありましたらぜひご覧になって下さい。
　私は横浜トリエンナーレの仕事を終えて今西宮に住んでおりまし
て、これから関西を中心にキュレーターとして活動していこうとし
ています。関東と比べるとこちらは圧倒的に展覧会の量が少ないで
すし、できればガツンと心に響く展覧会のお手伝いをしていけたら
と思っています。ぜひみなさんもこの関西地区のアート活動を盛り
上げるためにご支援いただけたらと思います。
藤井：ありがとうございます。養老さん、スプツニ子！さんという
ことで楽しみですね。期待しております。
　それでは指定討論者である教育研究社会連携推進室長大坪先生か
らご感想を含めてお話しいただき、そこから話題を広げていきたい
と思います。
大坪：その話をし出す前に少し私の、そもそも何故ここにいるのか
ということから話をしておいたほうがいいかと思います。私自身の
出自はそもそもの仕事は建築の設計をやっていたのですが、武庫川
女子大学に参りまして、建築を教える傍ら街づくりにも関わりま
した。そのようなことから本年度から肩書に書いてありますよう
に、教育研究社会連携推進室ができまして、この 3月でいったん退
職したのですが、もうちょっと手伝いなさいということで今の立場
を与えられまして、ここでお手伝いをしている状況になっておりま
す。私としては、肩書に付いておりますように、地域社会について
もう少しゆっくり考えてみよう、それをみんなと一緒にどうやった
ら元気にしていけるのか考えて実践していこうとしているわけです。
そういう面からお話ししていきたいと思っています。まあ、いろん
なおもしろいといいますか、私が知らなかったようなお話しも伺え
たということから、今日のお話し聞かせていただいて良かったなと
思っています。
　いろんな実践がやっぱりあることが非常によくわかりました。そ
ういう意味では私自身不勉強だったところもあるのですが、それ
だけではなく、こういうアートに関わるものがいろんなレベルの
ものがあるということが非常によく分って来ました。1つは上田さ
ん、日下さんからご発表いただいた、非常に地場に密着して地元の
人たちと一緒になって汗をかきながらやるようなアートですね。も
う 1つはトリエンナーレという割と大きな枠組みの中で動かれてい
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るものと 2つがありますね。そういうものの違いって何なのだろう
か。影響力はどういうところにあるのだろうかということを、もう
少し具体的にお話しいただきたいなと思います。最初の上田さんや
日下さんは、地域がこんなふうになったよと仰って下さったし、日
下さんはアップテンポで今いろんなイベントが起こって来ているこ
とをお話いただきました。トリエンナーレの方はそういう意味では
日常的に街はどう変わったのというところが、ちょっと私にはまだ
見えていないところでございまして、もしその辺の補足をしていた
だければありがたいです。
林：私は 2014 年の横浜トリエンナーレの 1回をお手伝いしただけ
なので、初回から十数年の間に横浜という街がどう変わったかにつ
いて、あまり正確には申し上げられないと思うのですが、ただ 1年
と少しそこに住んでいた時に感じたのは、まず地元の方のほとん
どが横浜トリエンナーレという展覧会の名前を聞いたことがある。
行ったことがある人もかなりたくさんいらっしゃるということです。
もちろん、横浜以外から横浜トリエンナーレを見に来るという人も
大勢いらっしゃいます。それから、トリエンナーレの中核にいた私
には見えなかった部分なのですが、今日ご紹介した映像にも出て来
なかった、どこか市内の公園で関連のお祭があったとか、小さな規
模であっても市民の方たちがトリエンナーレを盛り上げる様々な関
連イベントをやられているそうです。こうして、トリエンナーレの
開催とあわせて、なんとなく横浜の街が活気づいているように思い
ます。また報告書によりますと、14 億 9,400 万円の経済効果が生ま
れたということです。入場者アンケートでどこから人が来たのかが
わかりますし、展覧会開催中の観光客の横浜滞在時の宿泊や飲食を
含む観光収入が一番大きいのではないでしょうか。横浜は元々観光
客がそれなりにいる所なので、トリエンナーレのためだけに来た人
の数字が計りづらい部分はあるかもしれませんが。また、みなさま
もよくご存じのように、直島でベネッセコーポレーションが行って
いる事業や福武財団の関わる瀬戸内国際芸術祭などは、これまで誰
も来なかった島に大勢の人が来るようになって、その動員数や経済
効果については非常に大きな数字を上げています。その中心になっ
ている直島で言いますと、それまではほとんど高齢者の方しか住ん
でいなかった所に若いアーティストたちがやって来て自分で個展を
したり、スタジオを開いたりということがある。そういう効果もあ
あした過疎地域で起こったのではないかなと思います。	
大坪：あの、直島の事例などもお話しいただいて、地域で人の定着
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なども若干ですが起っているというお話を伺ったのですが、これは
非常に大事ことだと思います。今地域が生まれ変わるというタイト
ルに即して言いますと、地域の中で本来アート的なものは内発的に
出て来て、地域がそれによって変わって来る。まさに上田さん達が
やっておられる活動が多分そうだろうと思います。商店街のおっ
ちゃんがポスターを自分たちで飾りたいと言い出した、これもそう
だろうと思います。そういうふうに内発的に起こることによって地
域が変わって来るということが必要なのだと思います。そういうこ
とに関してもう少し皆さん方のご経験などで、この場でお話いただ
けることがあったらうれしいですけど。
林：上田さんはずっと釜ヶ崎での活動をされていながら、森村さん
から突然「釜ヶ崎芸術大学として横浜トリエンナーレに出品して下
さい」とオーダーが入り、おそらくその両方を経験されていると思
うので、そのギャップも含めてぜひお話を。
上田：賛否両論、実はありました。私たちは喫茶店のふりをして毎
日開いているこの場所のあり方そのものを展覧会という美術館の中
に持って行くことはできません。ですから、ここに集まってきた物
たちを持って行くことにしました。持って行って「何じゃ？これ」
と言われてバカにされたら、私たちがバカにされるのは良しとして
も、もしおじさんたちのことまでバカにされたらすごく嫌なことな
ので、迷いました。もう一つ、本当にばかげていますが、もしメチャ
クチャ当たってメチャクチャうけたらどうしよう、おじさんたちに
会いにいろんな人たちが来ちゃったりしたらどうしよう、それでバ
ランスが崩れておかしくなっちゃうとか、勝手な心配をいっぱいし
ていました。前者の方については悩み、考えました。私はおじさん
たちの表現が好きです。空気を読まない感じとか、好き勝手な感じ。
誰が何と言おうと私は好きだと言おうと思いました。なので、表に
出しますと、腹を決めました。森村さんはそのための物語の舞台を
用意して下さったと感じています。ですから、安心してそのままに
おじさんたちとの日々を持って行きました。後者の心配は直後には
ないのですが、いまになって少しひっかかっています。ともかく私
は人と人の間にあるものを丁寧に見るのが好きだと思っていました、
間に興味があるとずっと思っていたのですが、実はトリエンナーレ
の経験から、時にはそこを突き抜けてゆきたいということも同時に
持っていることも発見しました。突き抜けて見たことのないものを
見たいし、感じたいです。それで、もしかしたら表に出る、晒すと
いう瞬間が時々あってもいいのではないかと思っています。トリエ
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ンナーレはそういう意味では突き抜けてゆく時の 1つのロケットみ
たいなものだったと思います。幸いなことにメディアからの評判も
良く、いっぱい取材を受けてしまうことになりました。森村さんも
私もメディアからいっぱい質問されました。実はヨコハマトリエン
ナーレからはあまりお金が足らなくて、おじさんたちと数十人で行
きたかったものですから、300 万円をクラウドファンディングで集
めてしまいました。寄付までいただいたので、ちゃんと答えなくちゃ
と思って、質問にまじめに答えていました。けれど、だんだん違和
感になっていきます。私たちは私たちの表現をしたかった。表現っ
て誰のものか、問いたかったわけです。私が答えてしまったらそれ
はちょっと違う。すごくジレンマがありました。途中から森村さん
が釜芸に関する取材を断るようになったそうです。ヨコトリが終
わった後、森村さんと私でそのことについて話をしました。しばら
くしてから「釜ヶ崎芸術大学に大学院を作ろう、美学学会を作ろう」
と提案いただきました。釜ヶ崎から、おじさんたちが自分のことば
で美を語るような場を作ろうと。まさに私はそれがしたくてやって
いたことです。ヨコトリという 1つの大仕事を経て、大学院、美学
学会に繋がりました。やってみて、真剣に悩んで、というのを繰り
返すのだなと今は思っています。	
藤井：釜ヶ崎芸術大学大学院生で 2015 年にラジオに一緒に出てい
ただいた方、あのおっちゃんのことが強く印象に残っています。そ
の時の句が本当に心に響いて、ちょっとご紹介したいと思います。
「重陽に　帰れぬ故郷　ワンカップ」
この「ワンカップ」が何とも言えません。この方今はどうされてい
ますか。
上田： この方、またアル中に戻られて、釜芸に来られなくなりま
した。本当に人生何があるかわからないです。人生ですから波があ
るものですね。「福祉的なアプローチしているでしょ」と言われた
時に「いえ、していないです」と言わないと辛いのは本当にこうい
うことです。そのおじさんが藤井さんをしびれさせた句を作ったけ
れど、また今表に出られないくらいアル中に戻ったりします。そう
いうものですね。でも私もそのおじさんも釜ヶ崎にいるし、出会い
直す気持ちはあります。信じています。と言うのは「効果とか簡単
に言わないでよ」って気持ちは時々ふと起こったりします。
林：逆にトリエンナーレ側からの話をすると、キュレーター ･チー
ムと事務局の方でも、釜ヶ崎芸術大学を出品作家と考えるのかとい
36パネルディスカッション
う議論は当然ありました。
	
上田：だいぶん心配されたみたいです。
林：はい。まず、どう紹介したらいいのか。アーティスト、アー
ティスト ･コレクティブ、アーティスト集団みたいな感じで言うの
か、いや、言わないだろうみたいな。また森村さんは展覧会を章立
てにしてセクション分けしていたのですが、他のアーティストと一
緒にあるセクションに入れてしまっていいのかとか、いろんな議論
があって。結果、映像では分りにくかったと思いますが、展示室と
展示室の間のような、ある種の自由な空間に展示していただいた。
だから物理的には、いわゆるファインアートと呼ばれているものか
ら距離を取った展示にはなったのですが、来場者にしてみたら、そ
れは 1つの展覧会のなかのことであって、体験としては同じ鑑賞体
験ですよね。実際に釜ヶ崎のおじさんたちが作った細かな物やお習
字には見入っている方がたくさんいらっしゃって……、エネルギー
があそこに渦巻いていました。だからそれを実際目の当たりにして
最終的には良かったと思うのですが、企画当初はどういう風に扱え
ば……、扱うって言い方もちょっと失礼ですよね、どう接したらい
いのかなというのはあったし、後は炊き出しとか普通の展覧会では
あまりないイベントがあったので、そうした点も心配の種ではあり
ました。でも多分、上田さんが先ほどロケットみたいなものだと仰
いましたが、トリエンナーレ側にしても同様に、そういう異分子の
ようなものがあることで、新しい展覧会のあり方が考えられたので
はないかなと思っています。
	
藤井：	「異分子」というキーワードが出て来ました。そもそものコ
ンセプトが「忘却」を中心にするということで、ついつい私がイメー
ジを重ねてしまう現象があります。今各地で様々な芸術祭が行われ
て、地域興しだなんだと百花繚乱ではありますが、地域の資源を掘
り起こすとか、地域の歴史、記憶を明るみに出してそれをみんなで
考えていこうとか、記録に残っているもの、記憶に残っているもの
を大切にしていくというようなこと、それらはもちろん大事なこと
です。しかし森村さんは、それだけではなくて、もっと裏に消え去っ
たり追いやられている、声を出したくても出せなかった人たちの声
の中に真実があるかもしれないという、その辺を見せるという意味
で、釜ヶ崎芸術大学を入れるということをある意味突っ張られたと
いう気がして、それが今回成功したのではないかと思っているので
すが、どうでしょうか。
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林：おそらく森村さんの中では、アーティストとして作品を作ると
いうことと、一般社会から外れてしまったということ……、実際に
はアーティストとして社会に関わっているのですが、もしかしたら
自分はそこから離れてしまったのではないかという恐れと言うか、
不安と言うか、そういったものが常にあるのかもしれません。すで
にあの地位を得ていて、そう思う必要はないのではないかと、私は
いつも思いますが、やはりそういう思いを常に心の中にお持ちの
ようで、アーティストを決める時にも「だめなアーティストを選
んでください」と言われました。それで、「この人とかどうですか。
ちょっとだめな感じで」と提案しても「それはだめなふりをしてい
るからだめです。本当にだめじゃないとだめです」「ああなるほど」
と。そういった議論がありました。釜ヶ崎のみなさんにどこかご自
身と重なる部分を見出していらっしゃるようにも思います。そもそ
も 2007 年に森村さんがレーニンの写真を撮影する時に釜ヶ崎の方
たちに出演してもらっているのですが、それもおそらくそういった
バックグラウンドがあったからじゃないかと思います。
	
藤井：ヨコハマトリエンナーレに特化したお話になってしまいまし
た。今日ご登壇いただいた先生方も 60 年代、70 年代の方ばかりで、
横浜トリエンナーレのアーティストも同じような年齢の方が多かっ
たようにお見受けします。その辺は、そういうイメージがあったわ
けではなくて、たまたまそうなったという、そういう時代を生きて
来た人がちょうど合っていたということなのでしょうか。
	
林：そうですね、森村さんが 1951 年生まれ、今 65 歳なのですが、
学生時代にご自身が影響を受けたとか憧れたとか、そういう森村さ
んにとってリアルなものが中心になっていたと思うので、多少年代
は固まったのかもしれません。でも、先ほどもお話ししましたが、
作家選定におけるバランスについては毅然とした態度で突っぱねて
いらっしゃったので、自分がよしとするアートであればどういう人
でも構わないということはあったと思います。また釜ヶ崎芸術大学
をはじめ、「ヨコハマトリエンナーレ 2014」での紹介を機に、何人
ものアーティストがその後、目覚ましい活躍を遂げているのを、森
村さんは大変喜んでいらっしゃいます。
藤井：	ありがとうございます。
日下さん、つい先ほどまで、能勢電鉄の方がおられました。日下さ
んの表現を、能勢電鉄沿線をアートで紡ぐ『のせでんアートライン
2015』で目にしていたわけですが、「目から鱗落ちました。本当に
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おもしろかったです。一緒にアホになりたいと思います。」くらい
の勢いで言って帰られました。現代社会において、突き破れない壁
があったりそれを表現を通して繋いでいこうという取り組み、これ
はファインアートとはアプローチが違うと思うのですが、両面を地
域の中に入って行く時には持たなければ、そのバランスを上手に取
りながらやっていかなければ、片手落ちになるという話もあります。
しかし一方で、アートはアートとして突き詰めなければならず、そ
れを提示することも大事だという考え方もあります。その中で、日
下さんの立ち位置はどこにあるのでしょうか。ご教示いただけない
でしょうか。
日下：えーとね、假奈代さんがヨコハマトリエンナーレの時に答え
るのを止めたと言ったと思うのですが、アートは問題提起、デザイ
ンは解決ですよね。みんなアートや地域に解決を求める傾向がある。
要は問題があると気付いて解決するのは地元の人だったり住民で
あったりするべきであると思います。だから、僕はアートは気付き
ですが、ポスター展は 1つの解決だったりしますね。だから、セル
フ祭というものは自分が参加者になって自分の可能性とか自己の表
現の可能性を気付くということです。さらにヨコハマトリエンナー
レとか汗をかく方と大きな方と考えると、どちらかと言うとアート
は 2つの効用があると思います。1つは問題の提起と鑑賞して自分
が感動する、もう一つは作ることによって変わっていくという 2つ
のことがあって、僕たちは後者ですかね。作ることによって変わっ
ていくという部分。自分たちが作ったもので人を感動させて変わら
せることができたらいいのですが、まあそこまでのレベルはヨコハ
マトリエンナーレみたいにはないなと思いました。それなりでも効
果はあるし、お金はなくてもできることだと思います。
林：横浜トリエンナーレも予算がないわけではないのですが、アー
ティストに使われるお金はじゅうぶんでないことも多いです。
日下：え、そうなんですか、まじっすか。へーあっそうか。会場は
無料か。
	
林：何にお金が掛かっているかと言うと、やっぱり広告宣伝とか。
日下：あーなるほどね。
林：いろんなことを地域に仕込まないといけないとか。巡回バスを
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出したりとか。本来お金を掛けなければいけないアートに関しては
結構、節約をしています。
	
日下：あっそうなんですか。へえー
林：だから、そういう意味では、本質的な一番コアな部分というの
は、みなさんが想像されていることと違わないのじゃないかなとい
う気がします。
日下：そうですね。なんか直島とかも、アーティストに宿泊させて
ただで作品作らせると聞いたことがありますね。何のはなしでし
たっけ。能勢電の話か。能勢電鉄がスポンサーでやったのですが、
あの時におもしろかったのが、コンセプトが「己を祭れ」だったの
ですが、能勢電社長がUFOを呼ぶと「ウォー」と大声で叫びました。
要はみんなで叫ぼうと言うと社長が叫んでるわとこれは成功したな
と思いましたが。僕らのプロジェクトによって大の社長がUFO呼
んでるわとちょっと笑えましたが、そういった地域を変えていくと
いうのはいいことだなと思います。セルフ祭というのはシステムと
してはいろんな人が表現をして自分たちが己を祭って、自分たちを
解放していくということです。だいたいほとんどが新世界でやって
いました。能勢にそのシステムを持って行ったら意外と上手く行っ
たなと思いました。だから、なんですかね、あのそういう行為をど
んどんやっていけるなと思います。
藤井：実は約束されていると社長から聞いたのですが、ダンスをす
るとか。役員全員が山の上でダンスをするとか。
	
日下：聞いているのかな。社長さんが宣言しはって「次のセルフ祭
は社員みんなでスリラーを踊ります」って仰った。そう言って下さっ
たこと自体が 1つの息が合ったなと思うのですが。そうそう、だか
ら、1人でしゃべっているので、みなさん思うことがあったら突っ
込んで欲しいですけど、アートって自由だったり気持ち良かったり、
寛容性があるように思います。だからちょっと行き詰まった地域が
それによって自由になったりハードルを突破できたりとか、そうい
う寛容があることの方が若者が住みたいなと思ったりすると思いま
す。いかんせんアートを求める地域が不寛容だったりして、結構い
ろいろあるなと思います。そこがちょっと困ったとこですね。
大坪：少しだけ話をさせていただきたいのですが。アートの中に尖
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がったファインアートというものと、非常にベタなその辺のおっ
ちゃんがやっているものがあります。どちらかと言うと、尖がった
アートは刺激ですね。あっちこっちでやられているビエンナーレと
かトリエンナーレそういうものですね、地域に対しての刺激だと思
います。そういう刺激を受けた側が変わって、それが地域に定着し
ていくことが将来的には望ましいと思います。例えば、活け花が
アートで園芸が芸能だとすると、そういう意味では、アートではな
いですが、ドイツにカルスルーエという街がありまして、そこでは
バルコニーコンテストというのをやっています。どういうことかと
言うとバルコニーにみんなお花を植えましょう。街のマルクトプ
ラッツにお花屋さんがいっぱい出ています。苗や花を買って来て自
分の家のバルコニーを皆が飾ります。市民が、どこのが一番きれい
だと投票します。そういうことによって街を活性化して行く。これ
はファインアートではない普通のことであるのだけれど、街はきれ
いになって行くし、それによって街に住んでいる人は気持ちよくな
る、そんなことも僕は必要なのではないかなと思います。いかがで
しょうか。
日下：まあ難しいですけど、アートというかどうかわからないです
が、アイディアと言えばアイディアですしね。だからちょっと難し
いですね。もちろんやっていいことだと思いますが、アートの定義
とかいろいろ考たくなるようなお話でございますね。思ったのです
が、アートというのがビエンナーレもそうだと思いますが、刺激と
言いましたが、刺激は映画も刺激じゃないですか。だいたいみんな
その時はメッチャ感動して、何かやろうとすますが、3日経ったら
忘れます。でも假奈代さんのように続けていくことです。僕らも後
輩ながらいちようそこに来て居座ってちょっとずつやっている。刺
激と継続というところがすごくあると思っていて、すごい感動が欲
しければ、映画でも小説でもアートでもいいです。そこが、どうで
すかね、アートの問題提起というところから。
林：そうですね、今日シンポジウムが始まる前にもみなさんで話し
ていたのですが、美術館がどういう存在であるべきかという考えは
どんどん変わって来ています。例えば、昨今は、どんな展覧会をやっ
ているか次第で美術館に行かれる方が多いと思います。つまり、美
術館に行っているようで、実は展覧会に行っている。たまたま○○
展をやっているから、○○美術館に行きましたということです。美
術館は本来、作品を収集し保管する施設ですから、収蔵品があり、
それらを展示するための常設展示室があると思いますが、大半の人
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はそちらには行かないで展覧会だけを見て帰ってしまうというケー
スがほとんどです。それはいかがなものかという議論は美術館の内
部でもあって、収蔵品をもっと見てもらうように工夫しなければい
けないと考えています。なぜなら、自分たちの持ち物を見せるとい
うこと以上に、いつもそこにある美術作品であっても見るたびに違
う発見があるよという、そこを理解してもらわないといけないから
です。展覧会に行って新しい作品を見るのもいいのですが、前に見
たことのある作品でも、その時には気づかなかったこんなおもしろ
さがあるということを知るのも美術の楽しみのひとつだと思うので、
それとちょっと似ている話ではないかなと思います。
　継続というキーワードが出ていましたけど、やはり体験なり鑑賞
なりを持続していくことがすごく大事です。美術品は人間よりずっ
と長生きですから、今の私たちが評価できない作品を 100 年後の人
たちが評価する可能性も大いにあります。そう言う意味では、美術
は時間と非常に密接に結びついている存在だと思います。
上田：はい、あのヨコハマトリエンナーレに行った時に、美術館は
死んだものを収蔵している、大事にしている場所だから釜芸みたい
に生きているものをどうしたらいいのかわからないと言われましたね。
林：美術館の人に言われたのですか。
上田：はい。
林：結構自虐的ですよね。
上田： アートって、本当にいろんな意味合いがあるし、別にアー
トが何かということを定義すること自体よりも、それを問い続けて
いる方がいいぐらいに思っています。アートは何かと言われれば、
今の活動を支えるために、私は「生きる技術」と考えたいです。私
たちが常日頃いる人たちというのは、貧困や困難な状況にあった
り、辛い過去があって顔を上げてなかなか生きていけないとか、そ
ういう状況の人も多くいるので、例えばお金払って美術館へ行くと
いうのも難しかったり、これまでの人生の中でそういうものを身近
に捉えることができない環境にある人たちが多いわけです。そうい
う人たちがアートと言う時に、これは恰好良くてねという話ではな
くて、生きていくことの下支えになるようなこと、自分を表現した
時にスッとしたりとか、それを受けとめられて反応が返って来るこ
とで自分が生きていることをくっきりさせるというようなこと、そ
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れぞれの人が自分を心から捉える瞬間をいっぱい繋いでいくことで、
息が楽になる。気難しかった人がすごくおもしろかったりとか、強
面で嫌なことばかり言っていたのが、実は自分が排除されてきたこ
との裏返しで、心の奥に優しさを秘めていたことがわかるとか。私
には生きられないような人生を生きて来た人たちが、こんなにも面
白い人たちだったとわかることが、表されて、日々の中にあります。
そんな風にアートを捉えているので、一般的にアートと言った時の
捉え方と随分違うかもしれませんが、私にとってのアートは生きる
技術ですと心に持ちながら活動しています。
藤井：上田さんの著書、皆さんぜひご一読ください。この中で、表
現することがどうとか、仕事は表現だとか、生きること自体が表現
だと声高に言うことではなくて、お互いの存在を認めて大切にでき
る場を作るということを目指しておられます。そうした場を作り持
続して行くことに力を注ぎたいと仰っていました。本当に私も同感
で、それを心掛けていきたいなと思っています。
　さて、ご来場の皆様にもお話をお伺いできればと思います。
質問者①：すみません。武庫川女子大学の大谷と申します。今日は
非常に興味深いお話ありがとうございました。私は今情報メディア
学科という所におりまして、環境都市計画を学んでおりまして、堀
江という街を調べていまして、昔の家具屋街だったのですが、今は
アパレル街に変わっています。今回はアートで話したのですが、ま
あ堀江の事例でいくと住んでいる人がいるのですが、そこで商売し
ている人が何とかしないといけないということで、自分が持ってい
る土地と建物を活かしてアパレルの店を呼んで来たら街が生き返っ
て来た。今日のお話しの中でアートが仕掛になってその土地に住む
人がどう内発的に変えたいと思わせるかというところで、僕が感
じたことはそこで商売している人がそういう問題意識を持って変
えなきゃいけないのかなと気が付いた事例をまじまじと見ました。
で、一方で堀江という街は今は様変わりすることはできたのです
が、数々の失敗をしています。ギャラリーもたくさんあります、け
れども個人が個展をやっていますがアートの街とはなれませんでし
た。たくさんする失敗の中で上手く行った秘訣とはおそらく今日登
壇されている方で、失敗談から成功する秘訣は何なのかということ
と、今日一番印象的に残ったのが、初めに踊る人ではなくて、その
次のフォロワーが実はすごく重要なのだという話があって、関西に
もアートとか美術館、ギャラリーたくさんあると思うのですが、若
い年代の人たちがアートをやっていると思うのですが、いいフォロ
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ワーを育てる秘訣は何なのか、今日お話を聞いていてすごく気に
なったので、もしアイディアがあればお聞かせ下さい。
日下：フォロワー、フォローできる場所を作るということかな。新
世界でいうとピカスペースという所で、みんなが盛り上がって「あ
れおもしろかったな」と友達になってまた何か関係になっていて。
つながる場所があることかなと思います。なのでやっぱり打ち上げ
花火じゃなくて継続することかなと思います。僕普通の仕事で街づ
くりとか活性化もやっているのですが、活性化がうまくいっている
ところって、いいゲストハウスとかカフェとかがあります、元気な
街って。堀江なんて元はアメ村の倉庫街に女性の方が 1人入ってカ
フェを造られて発展したところです。そんな場所にたまり場がある、
秘密基地がある、そんなことが大事な気がします。
　ちょっとお聞きしたいのですが、假奈代さん、フェスティバルゲー
トの時とだいぶん変わりましたか。そこを聞きたい。僕ちょっとフェ
スティバルゲートの時はまだ若すぎてあまり知らなかったので、そ
こからの変異を教えて欲しいです。
上田：長くなりそうな話なのですが短くがんばります。4つのアー
ト NPO がいました。ジャンルも違うし、使う専門言語も違うし、
お金の集め方も違う、スタッフの働き方も違うという中で、町内会
と称して月に 1回集まっていました。特徴は、大人として話をする
ことだと思いました。フェスゲから追い出されるとなった時に、残
りたい、となり、4つの団体が全部協力できたかというとそうでは
なく、中心になった団体は 2つ。ココルームもその一つです。この
建物をどうしたいか考えるさいに、この社会の中で私たちは消費者
ではなくて、主体として生きていきたいという気持ちがありました。
大阪の街の中でフェスティバルゲートは特別な場所にあります。周
りには近代化の澱が溜まったようなところ、再開発、差別偏見、い
ろんな地域の様相があります。そうした地域に隣接したフェスゲは
実験的なものができる広さを持った建物じゃないかと提案しまし
た。行政に対して税金を払っている私たちが「あんた達が決めたん
でしょ、行政の人たちがやるべきことでしょ」ではなくて、そうし
た課題に参画して行こうとプランを書いたのです。私はそんなこと
考えたのは生まれて初めてで、難しいことだったけれど、2年間真
剣に考えました。結局追い出されて「別に行政と付き合わんでもえ
えよ」と言われているにも関わらず、しつこく対話していきましょ
うという態度を取り続けました。立場が異なる人たちと話すテーブ
ルを持つとか、立場が違うことを乗り越えて行こうという気持ちを
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持ち続けるということが大事だと思います。私は現場を維持するだ
けでも大変で泣き言も多いのですが、一方で文化政策とか行政との
関わり方なども、勉強する気持ちや関心を持つよう心がけています。
現場とそういう場を行ったり来たりすることが大事かと思います。
質問者①：ありがとうございます。やはり日下さんの、その場所が
あれば変化が起きるという話と、そこで上田さんが仰るように立ち
退いてもずっと考え続けるというエネルギーが、場所はどこか確保
したとして最初に踊り続けてフォロワーが現れるまでそこに居続け
て活動し続けられる秘訣というのは情熱ですか、どうでしょう。
日下：僕はただおもしろいからですけどね。会社でばっかり働いて
いたらおもしろくないと思います。いろんなジャンルの人がいるし、
アホなことが言えるし。僕は全然行政は頼らないというかNPOじゃ
ないです。そういう意味ではちゃんとしてない、多分収支計算とか
できないし、僕もやった方がいいかなと思うのですが、やらなくて
いいわってなります。だからそこに尽きるのかな、楽しくなかった
ら僕は多分辞めるかやらない気がします。假奈代さんは楽しいから
なのか、そこが気になります。僕は最初正直ココルームさんがやっ
ていることは福祉的なものだと思っていました。要はマザーテレサ
的な、西成のマザーテレサだと思いますが、假奈代さんは。そう思っ
たのですが、ちょっと教えて欲しいのですが、その辺ってどうですか。
	
上田：私は社会不適応です。本当にだめです。この仕事しかできな
いです。おかげさまでおもろいですよ。若くて悩んでいて、自殺し
たいとか思っていた 10 代の頃より今の方が楽しいです。
	
日下：楽しいってことが一番ってことですね。
上田：おもしろいねん。「飯のタネにしてん」くらいのそんな感じです。
質問者①：ありがとうございました。
藤井：ありがとうございました。もう一方くらいお聞きしたいと思
うのですが。いかがでしょうか。ご近所から来られた方もおられま
すよね。ぜひ地域に普通に暮らしていて、アートがもしやって来る
としたらという想像でも結構です。
	
質問者②：今日の上田さんのお話しの中で参加されている中高年の
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男性のお話し、お 1人お 1人の問わず語りと言いますか、お話しを
聞けて中に「段ボールこんな暖かいものないんや」というお話し
がって、先ほど上田さん、アートって生きる技術だと仰ったのです
が、皆さんに段ボールがアートというような人に見せる以前に生き
て行く最低限かもしれないですけど、釜ヶ崎というところで、そう
いう生活の中で人と接してことばを伝える機会を作られているとい
うことが本当に貴重な機会で、あの映像を今日初めてここで見るこ
とができたのですが、もっといろんな場面で生活している人に見て
いただける機会があればなというふうに今日感じました。ありがと
うございます。
上田：そんな風に言っていただけてうれしいです。あの映像は公開
を目指して再編集を何度も繰り返しています。この間オリンピック
の始まる前のリオに行って来まして、英語字幕までつけて持って行
きました。映画としてまだもう一歩で未完成な部分がありつつ、い
ろんな人に見てもらいたいと思っています。トリエンナーレの時も
おじさん達を連れて行くのに、お金かかってしょうがなかったんで
す。いろんな所に行くとすごくおもしろい出会いがあることもわ
かっています。それで、交通費を節約するために映像で持って行こ
うと考えて作りました。公開を目指したいと思っています。
	
林：今みなさんの質問を聞いて思ったのですが、例えばトリエンナー
レとかビエンナーレとか美術館とかの立場から考えると、つい美術
が社会を変えていると思いがちなのですが、実際は当然ながら、社
会も常に美術を変化させています。例えば、絵画作品はかつては教
会や貴族の邸とか王宮とかにしかなかったものが、個人が絵を買え
るようになった時代に手で運べるようなサイズになって、市場に流
通するようになりました。その後、1970 年代にインスタレーショ
ンという空間を使って作品にするという表現形式が登場し、ここ最
近になると観客を巻き込むインタラクティヴな作品が増えて来て、
さらにそこにパフォーマンスが入って来て……、作品自体が形ある
ものというよりは、アーティストやアーティスト以外の人が身体的
な行為をすることで作品として成立するという、そういう傾向がま
すます強まって来ています。それはやはり物としてあるのではなく、
一度しか見られない、その時にしか成立しないという形が社会に求
められているから、美術作品がそういう風になってきたのではない
でしょうか。ちょっと話がずれているようですが、今私たちが話し
ているようなことの中にそういう部分が含まれているのではないか
と思います。
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日下：なんで地域がアートを求めるかということですよね。バブル
の時は全く求めていないですよね、地域はね。だから確かにそうか
もしれないですね。社会によって作品が変えられていくことは確か
になと思いました。
	
上田：ココルームを始めたのは 2003 年で、社会が変わり始めてい
ました。その時にアートで仕事をして行こうと思った時に、作品を
売って行かないといけない。私は詩人なので詩集を売るとかそうい
うのがあるのですが、その時にアートの作品を買えたり、詩集を買
えるのはある種お金がないと買えない。資本主義の社会ですからそ
ういうことですね。ところがついついお金がある人の方を向いて
作品を作っていってしまうことについての違和感が生まれました。
元々神さまや王様のものだった芸術が人々のものになって、人々の
ものから今のこの社会状況の中ではお金のある人のものになり、移
り変わっていった。その揺れながらまた社会が変わって行ったら、
こうした考えもまた変わって行くのだろうなと思います。例えば戦
争の時もそうですよね。戦争に参加するように芸術というのは加担
してきたわけです。そうしたプロパガンダになったことへの反省と
か考えたわけですね。最近メディアやアート界で自粛ムードがきつ
いなと感じます。私たちはこうしたことを考えてゆく時代に来たの
ではないかと思います。
	
藤井：最後にひとつお願いします。
質問者③：すいません、途中からの参加で失礼します。本学の附属
図書館におります川崎と申します。今日は最初から伺えず残念です。
あのトークセッションからお聞きしたのですが、数年前からMLA
連携ということばがありまして、ミュージアム、ライブラリー、アー
トで連携し合っていくことが大切だと言われていながらなかなか実
現ができていません。今日もうちの図書館で卒業生で絵本作家の方
のワークショップをしていたので遅れて来たのですが、途中から
伺っていながらやはりいろんな方を対象に文化的な発信をして行く
ことでは共通部分があると思いながら聞いていたのですが、会場の
場の提供という点でいけば図書館は非常に活動の場として拠点とし
てお役に立てることがあるのではないかなと思いながら伺いました。
そういう視点で今後もし何か連携して行くという立場で行くならば
こういう図書館って役立っていけると思うけどというような新たな
視点があればぜひお聞かせ頂ければなと思いました。
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上田：釜ヶ崎のおじさん達は図書館大好きです。リオに行った時に
リオのホームレスの人たちと合唱したのですが、最後の発表会場が
図書館のホールでした。そこにリオの福祉局の人やブリティッシュ・
カウンシルの人とか、白色の人たちですね。ホームレスの人は有色
の人が多いですが、一緒になって最後ハグし合っていました。図書
館の教育担当の人も参加していました。これは 4年かけたプロジェ
クトだったのですが、いろんなセクターの人が時間をかけて関わり、
最後は図書館のホールだったいうのもすごく象徴的だと思いました。
美術館の人ももちろん関わっていました。連携していくのは難しい
けどやっぱり大事なことだと思っています。
	
日下：図書というか文学が持っている力をどうアピールして行くか
が図書館の役割だと思います。僕はそこは美術館の仕事は美術の力
をきちんと伝えることだと思いますが、そういうことをやって欲し
いかなと思います。いろんなことができる今。そういう風に思いま
すね。
林：今、アートがいろんな分野から必要とされていると私は思って
います。美術と関わりのある組織だけではなく、本当にいろんな所
から必要とされています。それはなぜかというと、多分アートとい
うよりクリエイティブと言い換えた方がいいのでしょうが、これか
ら生きて行く人間に必要なのはおそらく 2つの“そうぞう”力です。
イマジネーション＝想像力とクリエイトするための創造力。これ
ら 2つがこれからの人間に役立つものとなり、それゆえに、アート
を理解する能力、あるいはアートを生み出す能力がおそらく必要に
なって来るのではないでしょうか。私はキュレーターですが、キュ
レーターは美術大学を出て、作品を作れたりするんだろうと誤解さ
れたりしますが、私は絵を描いたり作品を作ったりはできない人間
です。そこで何ができるかと言うと、2つの“そうぞう”力のうち
の想像力、あるいはクリエイトするといっても作品を作るのではな
く展覧会を作る創造力だと思います。また、個人的な話ですが、私
の母が私設の児童図書館をやっていまして、幼い時から本が大好き
でたくさんの本を読む機会がありました。本を読むという行為は
アートを見る以上に 2つの“そうぞう”力を養ってくれる大きなソー
スだと思います。実際、図書館を使って作品を作るアーティストも
います。『華氏451度』の話をしましたが、たしかベルギーのアーティ
ストで、図書館である人に本を 1冊選んでもらい、その人がその本
を丸ごと暗記する。暗記するだけではなくて、時々それを自分なり
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に改編してもいいです。こうして自分が語り部に、つまり生きてい
る本になって、来館者にその物語を伝えるという作品を手がけてい
るアーティストがいます。他にも、自分の家にあるのに 1度も読ん
だことのない本を持って来てもらって図書館にし、そこを宿のよう
にして、眠れない夜に本を読んでもらうという作品を発表している
アーティストもいたり……、図書館や本をテーマに作品を作るアー
ティストは結構います。その理由は多分、今申し上げた 2つの“そ
うぞう”力を養ってくれるからではないでしょうか。アートと図書
館が連携する可能性はじゅうぶんあると思います。
日下：図書館の話で思い出したのですが、僕本が好きで、僕本に
よって人生変えられたことあります。さっきも假奈代さんの話しで
ホームレスのおっちゃんがドストエフスキーの「悪霊」と「カラ
マーゾフの兄弟」と答えるってすごいなと思って、実は「カラマー
ゾフの兄弟」も「悪霊」も難しいですよね。正直失礼な話かもしれ
ないですけど、ホームレスの方が文学に素養があるかどうか、そう
いうのってすごい話です。ある自治体の図書館の相談を受けたので
すが同じ市内でも地域性の違いが顕著で、図書館の蔵書が全然違う。
読書人口にも差がある。でも、本によって何とかしようとその人に
合った本やその人に合ったものを提案してくれるといいし、ドスト
エフスキーのおっちゃんみたいにあんな人が出て来るのではないか
なと思って。僕の友達も新世界で遊ぶのですが、正直高卒が多いで
す。メッチャ本好きですね。結構難しい本を読んでいるし、あれっ
ておもしろいなと思ったのが、国語で習う読書でない本の接し方み
たいなものを教えて欲しいなと思いますね。
質問者③：ありがとうございました。
藤井：そろそろ、いい時間になって来ました。もうないでしょうか。
お手が挙がりました。所長いいですか。もう一方。
森田：もうぜひ、大歓迎です。
質問者④：西宮市民で、ボランティア活動をやっています。いろん
な市民講座を企画運営するボランティアを退職後やっています。今
日上田さんの話や日下さんの話はものすごく楽しくて私にとっては
エキサイティングな話を聞かせてもらった感じがします。そこで上
田さん、日下さんにお聞きしたいのですが、今やっていらっしゃる
活動をですね、ボランティア的精神でやっているとお考えでしょう
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か。それとも例えば上田さんの場合にはそういう釜ヶ崎での活動が
自分の詩作作りの何らかのヒントというか何か新しい作品作りに通
じるのではないかという気持ちもお持ちでやっていらっしゃるのか、
また日下さんの場合はですね、まあ電通でお仕事されているわけで
すから、そういう自分の仕事との絡みと言いますか何か新しいヒン
トと言いますか、そういう街づくりに関わることによって自分の仕
事のコピー作成とかそういう何か自分の仕事にも関わるという気持
ちでやってらっしゃるのか、全くそういうことは関係なくこれはま
さにボランティアと割り切ってというか、1つに決めてやってらっ
しゃるのかそこをちょっとお聞かせ願いたいと思います。
上田：私、ボランティアだと思ってないですね。釜ヶ崎での活動は
私にとっては詩だと思っています。事務をしたり事業をするのも私
にとっては詩です。また、スタッフにとっては違うと思います。で
きたらスタッフにとって、その人の人生の何かとしてやってもらい
たいと思っていますが、それが通じているか通じていないか、人に
よって事情やグラデーションがあるので難しいです。いまはお金に
なっていないことをやっているのですが、ボランティアでやってい
るのではありません。人は 1人で生きられませんよね。おぎゃあっ
て生まれて誰かがお世話してくれていないと生きていけないわけで
すから、決して 1人で生まれて生きたわけではないと思います。ど
うやって関わり合いながら生きてゆくのかという、ただの実践に過
ぎないと思っています。集中するために仕事にしています。釜ヶ崎
の経験は私にとって詩ですが、ことばの作品になっていないのは、
まだ私の技量が足りないからです。でも焦っていません。経験を毎
日積みながら、もうちょっと年を取ってからしっかり詩作しようと
思っています。
	
日下：僕はね最初、ボランティアをするつもりはなかったのですが、
全然仕事と別に思ったのですが、一緒になってしまいました。だか
ら今ごった煮ですね。正直プライベートで写真をやっていてます。
広告の仕事が面倒くさいことが多いんですよ。おもろないなと思っ
て自分の表現だと誰の干渉もないから好き勝手作れるわけですから
ずっとずっとやって憂さ晴らししてたのですが、まあ急にセルフ祭
に呼ばれて逆に会社の人間 40 人ほど動かせましたからね。商店街
のポスター展ということで、あれなんかも自分のフィールドに電通
という会社を持って来た感じなので今は本当にそこから広告という
力、地域限定の仕事メチャクチャ増えていて、後プライベートで知
り合った子に三戸なつめの PVの仕事をお願いするとか、いい意味
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で公私混同ができています。僕自身の問題意識があって、アートと
広告というとちょっと広告の方が若干下というか正直広告というの
はまあお金があるけどつまらない表現よねと思われがちで実際そう
だと思います。でも僕は広告のコピーライターとして広告界で色々
賞とか獲ったりしてもこれを世の中に出てもおもしろくないんと
ちゃうかなとか、だからストリートに出て来て表現したかった。ど
うなんやろ人のフィールドでやったら、他の奴もやれと思っていま
すよね。小さい広告の中で賞とかもらって「やったー」とか言って
いるのではなくて「出て行け」と思っていて、路上に出て表現して
みたかったと正直あって、そうするとおもしろいですよね。「おー
そう来るか」とか逆に僕の表現の幅も広がったしそれこそ釜ヶ崎の
おっちゃんと仲良くなったり、UFOを呼ぶバンドをやったり、な
んか訳がわからないですが、いい意味で、一番最初に言ったのです
が、広告とアートの間を行き来しています。アートだけではなく逆
にアーティストの方でいうとずっとアートやっている子は視野が狭
いタイプの人もいるし、そういう意味では僕は両方足を突っ込めて
いいなって。僕ね、片一方の足しか突っ込めない理由分って来まし
た、てんびん座なのでバランスを取ろうとするんですよね。バラン
スを取ってやって行こうかなと思います。
	
質問者④：では日下さんもボランティアではないのですね。
日下：えーとね、だから、元々ボランティアかどうかわからないで
すが、震災後社会を良くして行かなアカンという使命は持っていま
す。それは正直持っていて、こんな時間帯にまじめな話になってし
まうのですが、旅行とか結構行っていて、その時に世界を見ると全
くもって貧しい国とかいっぱいあります。日本は何でこんなしょう
もないことしているのかなというのがあって、もっと社会を良くし
なければならないと思っていて、広告なんていらんもん売ってるわ
けじゃないですか、無駄なもの。やりながらなんか俺あんまりいい
ことしてないなという思いがあって、片や実は広告の力で社会を良
くはなんぼでもあります。広告の力で社会を良くしたい。金になる
かわからないけど思っていて、それがだんだん出来始めているとい
うのが正直なところです。だからボランティアと言ったらおかしい
ですけど、ミッションというか社会的使命みたいなものはあります。
とはいえ、社会を良くしたいけど、つまらないのは嫌で、難しいで
すけど、おもしろく世の中を良くして行きたいと思っています。広
告で言うと潮流でカンヌ広告祭という世界的な広告の祭があって、
その広告祭でもソーシャルグッドと言い始めました。社会に良くな
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いとダメだと。それに反対する人ももちろんいます。要は広告のア
イディアで世の中を良くしていく、コミュニケーションで世の中を
もっと良くしていくのは、根本アートと変わらないなと。問題を解
決するとこうなるよと伝えるということなので、コミュニケーショ
ンの力ということです。いい意味で一緒になって来ているし、逆に
ソーシャルグッドということが言われ始めているということは、世
界自体がバットなことに向かっていると世界的に思っているのでは
ないかな。今もトランプさんもそうだし、地域もそうですし、だん
だんダウンして行く。特に関西の話で言うと関西は課題先進国と言
われて、東京はまだお金があってオリンピックもありますし。関西
は経済が下火になって来て、企業も出て行っていて、地域も高齢化
が進み、釜ヶ崎もそうだと思います。そういう時は何か今までの手
法では解決できなくなっている、アートの力を求めようという機運
が多くなっているからこのテーマじゃないけど、地域とアートが近
づいているのではないかなと思います。ありがとうございました。
藤井：ありがとうございました。まだまだ話は尽きないところでご
ざいますし、地域とアートと言うことを語り始めると本当に課題が
山積みで終わらなくなるというのが現状です。ただ、今日貴重なご
意見を伺い、またいろんなお話をお聞きすることができました。こ
れもまたまとめて記録集となってまた皆様のお手元にお届けするこ
とになると思います。そこでは記録だけに止めず、今日のお話を踏
まえて今後の課題と展望にまで繋げられればと考えております。そ
うしましたら総合司会に譲ります。
松本：先生方、本当にありがとうございました。長時間にわたりま
して非常に熱心な深い討議をありがとうございました。地域を変え
るという、生まれ変わるということと同時に、アートのあり方、そ
して生き方自身についても問題を投じていただいて、非常に遊び心
溢れるバイタリティーを感じさせていただきました。今一度登壇者
そして講演の先生方に今一度大きな拍手をいただければと思います。
　それではこれを持ちましてシンポジウムを閉会させていただきた
いと思います。大変恐れ入りますが、アンケートへのご協力よろし
くお願いいたします。受付付近にございます回収箱の方に、入館証
と共にご回収させていただいておりますので、よろしくお願いいた
します。どうぞお気を付けてお帰り下さいませ。ありがとうござい
ました。
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濃い口アートのシンポジウムを終えて…
藤　井　達　矢
　「街をアートで遊ぶ―地域が生まれ変わる―」と題して、社会と
密接に結びついたアートの最前線で活躍される 3人にご講演をいた
だき、その後ディスカッションを行いました。人々の日常がある街、
それは美術館などの隔離されたホワイトキューブではない。そこで
正に今を生きる人間の悲哀渦巻く社会課題と直面し、生々しくさえ
あるアートの現実を目の当たりにしました。興味深い話は尽きるこ
となく、ついに時間切れとなってしまった感があります。
　アートを介して、アートがきっかけとなって地域がどのように変
化し、また今後の可能性としてはどのようなことが考えられるの
か。アートの夢を追うだけでは机上の空論に終わりかねない。そこ
で、指定討論者として本学の大坪明教育研究社会連携推進室長を加
え、全容を俯瞰し分析し、ディスカッションを通して特に日本のアー
トと社会の関係性に孕む課題を明らかにした上でその可能性にも言
及できればと考えました。しかしやはり現実社会と向き合うアート
を捉えようとしたときに、その諸相、切り口があまりにも多すぎて、
当日の時間内では咀嚼がままならず消化不良を起こしたまま閉会と
なりました。
　その後記録編集にあたり講演とディスカッションを読み返しなが
ら、改めて課題の大きさを認識するわけですが、その中でご来場の
方々から大変貴重なご意見ご感想を賜わりました。ひとことで「アー
ト」といっても様々な捉え方があり、それは勿論アーティスト同士
でも意見の対立も起こる部分ではありますが、そんなアートが社会
の中に入り込む時、また社会がアートを受け入れようとする時、そ
れを実践するファシリテーターのセンスとスキルが問われることに
なります。ご来場の方々の知見からも課題解決の糸口を見出すヒン
トを頂けましたこと、心より御礼申し上げます。
　こうした経緯を踏まえて、改めて実践者の 3人から簡潔に課題を
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整理し今後の展望も含めて玉稿を頂きました。そして大坪室長によ
る分析と評価をもってまとめとさせていただきました。地域アート
が花盛りで玉石混交の昨今、その意義が問われています。常に多角
的な視点からの検証と評価が必須ではありますが、アートでしか成
し得ないコトがあると、私は信じたいのです。
まちでつながる、ことの深さに、アートは関わる
上　田　假奈代
　シンポジウムでお話してから数ヶ月経ち、わたしの現場である大
阪市西成区・通称釜ヶ崎はますます変化している。震災などでなく、
これほどまでにまちが急変することは珍しいことであろう。大きな
リゾートホテルや地下鉄の駅ができることが発表され、また土地の
値段は数倍あがった。空き家に貼られた管理会社の名前がめまぐる
しく変わる。雰囲気の異なる新しくスタイリッシュなホテルや飲食
店が増えた。
　ジェントリフィケーション（浄化）にわたしたちの活動が加担し
たと言われる向きもある。つまり、これまで関心のなかった世間の
人々にこの街に関心を向けさせ実際に足を踏み入れる経験をさせた、
と。わたしはそれほど影響力のある活動ではないと述べるが、それ
まで地域には、アートを切り口とした動きはなかったのは事実で、
ある種画期的ともいえるそうだ。釜ヶ崎の商店街のはしっこで喫茶
店のふりをして、ヨコハマトリエンナーレに「釜ヶ崎芸術大学」が
出場したことも、確かにこれまでなかったことだ。しかし、ジェン
トリフィケーションが浄化という訳を持つならば、わたしたちが
行っていることは浄化というよりは、出会うということだと考える。
地域のおじさんたちと地域外の人々が出会い、誰も代わりのできな
い一度きりの人生の深淵さにそっと触れる。
　社会は変わる。まちは変わる。流れる水がとまることのないよう
に。その流れのなかで、人は毎日を生きる。いまそこにある日々の
周縁には自分とは異なる日々を生きている人々がいる。思い馳せる
ことは難しい。けれど、たった一度でも出会って、声を聴いたり、
絵を描いたり、いっしょに踊ったりしたら。さらに、ここで付け加
えたいのは、噛み合わなさ、齟齬や不和といったハレーションも包
み隠さず同時に起きるところも含めて、こころの細胞は覚えている
かもしれない、と思っている。多様性とともにいるということは、
いきなりみんな笑顔で、なんてありえないからだ。要するに、あり
のままに、出会いを紡ごうとして活動している。いわゆるキレイゴ
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トや正義のような感覚、上手なお金儲けでもなく活動しているのが、
アートでまちに関わることの意味があると考える。昨今、アートプ
ロジェクトがまちでつながる、ということに重きをおくのは、アー
トで関わるとは、生きることに関わる深さなのだと思う。
街という重荷と遊び場
日　下　慶　太
　アートによる街おこしにずっと違和感を感じている。自分でそう
いうことをしながらもずっと感じている。アートとは元来自由なも
のである。社会のくびきから外れ、因習や伝統やしがらみやいろん
なものから一番自由であるべきものであるし、そうあって欲しい。
だからそ「町おこし」という責務を背負わせるのはアートとは反す
るように思っていた。本当のアーティストとはそんな責任感から無
縁でひとり、ただ黙々と作品を作り続けているのではないだろうか。
では、なぜ、アートと街が近づくのか。一つは講演で触れたように、
行き詰まった地域や自治体が突破口を求めて街の方からアートに近
づいている。昨今のブームであるアート・イン・レジデンスや、アー
ト・イベント、芸術祭にはそういった面を強く感じる。何か、大き
な変化のきっかけを地域が欲しているように思う。アートに魔法を
かけられたいのだろう。
　では、講演であまり触れらえていなかったところであるが、アー
ティストはなぜ街に近づくのか。アーティストが街でただ遊びたい
からだ。街で作品を作りたいからだ。街の人と作品を作りたいから
だ。四角いキャンバスに書くのではなく、美術館に展示するのでは
なく、町で絵を描き、町で展示をして、様々な人と関わり、アート
に関心がない、関係がない人を巻き込みたい。アトリエやギャラリー
で閉じこもっていても味わえないものを街が提供してくれる。そん
な遊びの延長である時にアートは上手に街に作用する。街や地域の
問題を提起し、地域の人々を目覚めさせ、何か大きな変化のきっか
けとなりうる。しかしながらアーティストに解決までを求めては機
能不全に陥る。解決を求めるなら町はそれなりのお金、時間、場所
を提供しなくてはならない。解決を望むのであれば、それは広告で
あったり、コンサルティングであったり、マスメディアであったり、
すぐれた行政手腕といった領域の方が得意とするところかもしれな
い。
　街がアートに求めつつも、求めすぎないこと。アートが徹底的に
街で遊ぶこと。それが街とアートのいい関係なのかもしれないし、
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それを立証するためにもぼくは新世界で遊び続けようと思う。
アート・人・社会の未来
林　　　寿　美
　「ヨコハマトリエンナーレ 2014」からちょうど 3年が経ち、この
夏、第 6回目の横浜トリエンナーレが開催される。タイトルは「島
と星座とガラパゴス」。インターネットや SNS の急速な発展により、
世界のどこにいても情報の即時共有が可能となったものの、その利
便性と反比例するかのように、人々は自分の周辺世界に閉じこもり、
行動範囲はますます狭くなっている。ガラパゴス化は、なにも島国
･日本だけの問題ではない。
　そうした時代において、アートと街、人あるいは社会はどのよう
な関係を結ぶことができるのだろう。現代美術においては、パフォー
マンスをはじめ観客の積極的関与を促すインタラクティヴな作品が
増える傾向にあるが、どうすれば人々をスマホやパソコンから引き
離し、生きたアートに対峙してもらえるのだろうか。情報を操作し
て流行を生み出すことは以前と比べて格段にたやすくなったもの
の、本質にふれないままの情報では大衆を誘導することしかできず、
アートはただむなしく消費されて終わってしまうことも少なくない。
とはいえ、考えないことに慣れた頭には、作品は難解さを匂わせた
だけでたちまち敬遠されてしまう。
　1980 年代の半ばから徐々に、アートが、美術館やギャラリーの
閉鎖的な空間から外に出ていくようになり、ビエンナーレやトリエ
ンナーレと呼ばれる芸術祭やアート ･プロジェクトが各地で盛んに
行われるようになった。そういう意味で、アートは街にじゅうぶん
進出したといえるだろう。だがそれゆえに、作品側には街や自然と
異なる存在としての強度が、一方見る側には、それを見分ける目と
その芸術性を咀嚼する力が問われてくるのである。アートの価値を
美術の専門家や美術館のような権威が決める時代は終わり、その街
を訪れる、あるいはそこに暮らす人ひとりひとりがもつ物差しに
よって、アートの意義がはかられるような未来が、案外すぐそこま
で来ているのかもしれない。あなたの街で人とアートがともに育ち、
想像力と創造性にあふれるコミュニティを形成するのか、それとも
アートと関わりのない無難な暮らしをおくるのかは、あなた自身に
委ねられている。
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三者の発表と追加文から見えてくるもの
　大　坪　　　明
上田氏：活動の地盤である釜ヶ崎が、ここのところ大きく変化して
いる。大資本の進出や地下鉄の駅の開設の発表で、地価が上昇し、
スタイリッシュなホテルや飲食店が増加した。私たちの活動がジェ
ントリフィケーション（浄化）に加担したという説もある。しかし、
私たちの活動は「出会うこと」、ありのままの出会いを紡いでいる。
キレイゴトや正義、上手な金儲けではない活動が、アートでまちに
関わる意義だと思う。
日下氏：アートに「街おこし」の責任を負わせることに違和感を感
じている。本当のアーティストは、その様な責任感から無縁で、黙々
と作品を作り続けているはず。行き詰まった地域が、突破口を求め
てアートに近づいている。アーティストが街に近づく理由は、アー
ティストが街と遊びたい、街の人と作品を創りたいからだ。アート
に無関心・無関係な人も巻き込みたい。その様な「遊び」の延長と
して、アートは上手く街に作用する。アートは人々を目覚めさせ、
変化の契機を作ることはできるが、アートに解決まで求めると機能
不全に陥る。
林氏：インターネットや SNS の急速な発達で、世界中で情報の即
時共有が可能になったが、人々の行動範囲は一層狭くなっている。
現代美術では、パフォーマンスをはじめ観客の積極関与を促すイン
タラクティヴな作品が増加したが、アートが虚しく消費されるだけ
に終わることも多い。どうすれば、人々に生きたアートと対峙して
もらえるか。アートは閉鎖空間から外に出て、十分街に進出した。
それ故、作品には街や自然と異なる存在としての強度、観る側にそ
れを見分ける目・芸術性を咀嚼する力が問われる。街の訪問者や居
住者各自が持つ物差しでアートの意義を量る未来が来ている。
　上記三者の言説からは、「アートの強度」という言い方も含まれ
てはいるが、一見アートだと気づかれない様な作品が街に溶け込
み、人々がそれに触れる、それと触れ合うことで、そこに驚きや感
動、あるいは作品の変容といった「新しい何か」が生まれること自
体が作品であるというインタラクティヴ性が、「街をアートで遊ぶ」
意義だと読み取ることができる。現代アートからすると、その通り
だろう。そしていみじくも日下氏が言うように、「アートは人々を
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目覚めさせ、変化の契機を作ることはできるが、アートに解決まで
求めると機能不全に陥る」のだ。その意味では「アート」に対する、
アーティスト側の思惑と、地域や行政側の思惑がかなり異なる。地
域や行政側は「アート」に「人寄せパンダ」になって欲しい、「アート」
をダシに人が集まってくれれば、とりあえずは成功なのである。人
口が減少し、人の動きが少なくなっているところに人が来れば、「街
が変わった」と言うことができる。しかし、その様なアートの誘致
で本当に「街は変わる」のだろうか。
　いわゆる「観光都市」と言われる街は、恒常的に観光客がその街
に落としてくれるお金で、消費や雇用・物流といった経済が回る。
しかし、一過性のアートイベントは、ビエンナーレにしろ、トリエ
ンナーレにしろ、2年ないし 3年のサイクルで、しかもイベントが
開催される期間だけしか、大量の観光客の誘致は望めない。更に、
そのイベントを支える裏方の仕事は、当該期間だけではなく準備期
間が長いので、疲弊度が大きいと考えられる。従って、この様なアー
トイベントは、その街や地域を広く世に知らしめる手立て、あるい
は「地域が生まれ変わる」契機となることはあっても、それだけで
恒常的に「地域が変わる」ことは困難なのではないだろうか。
　恒常的な地域の変化は、その地域に定着する人々に変化が生まれ
ることで起こり易い。しかもそれは、内側から起こることが望まし
いだろう。外部資本や外部の人々が入ってきて、地域が変わること
はよくあるが、それは結局、元から居た人たちが駆逐されることに
繋がり易い。現在釜ヶ崎で起こっているスタイリッシュなホテルや
飲食店の出現という現象は、正にそれだろう。同様な例にベトナ
ムのホイアンが挙げられる。この町はランタン・フェスティヴァ
ルで有名だが、ベトナム戦争の被害も余りなく、1999 年に旧市街
が世界遺産に登録された。その時点の観光客数は年間 16 万人程度
だったが、2016 年 1 月～ 9月で 3.3 百万人（年間換算で 4.4 百万人）。
結果として、旧市街の建物はその大半が観光客目当ての土産物店、
宿泊施設、飲食施設等になってしまった。同時に観光収入は、2016
年 1月～ 9月で 1億 2百 70万ドル（年間換算で1億 3千 7百万ドル）
と、1999 年の約 3百万ドルの 40 倍以上になった。しかしユネスコ
の報告書によると、同市としての観光収入が大幅に増加し、貧困世
帯の数は減少したが、一方で、物価や家賃が上昇し、生活費が増大
していることも報告されている。静かだった田舎町は、世界遺産登
録と同時に、世界中から観光客が押し寄せて大きく変化した。恐ら
く同町の外からの資本や人々も参加して、店舗や宿泊施設が運営さ
れているのだろうが、従前住民の一部を彼らが駆逐したことになる。
また、観光収入に浴さない従前からの住民には、物価上昇は痛手に
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違いないだろう。
　それに対して、新世界の商店主達のポスターは、地元商店の人達
が面白がって実行している様なので、そのポスターが今後どの様
なモノに変化しようとも、彼ら自身の活動として持続させること
で、街が内側から変わることが期待できる。そして、同様な変化が
各地で起こるには、地元の人達をいかに「乗せ」て、面白がらせる
か、楽しませるかが肝要なのであろう。その意味では、アートとは
言えない従前からの「芸能」や「民芸」を、街の内側から「楽しん
で」再興させることも、「街を変える」には大事だと思われる。「カ
ラオケ」が芸能かどうかは判らないが、かつてあった天王寺公園の
カラオケで歌っていた人々も、街角のストリートミュージシャンの
一種と考えることで、街を活性化させる要素の一つに組み込むこと
もできたのではないだろうか。それが、新世界や釜ヶ崎で再興され
ると、大阪の観光要素になるかもしれないと思っている。その様な
街や地域での内からの「楽しみ」が広がることで、街に好ましい変
化が起こるのではないだろうか。上田氏の活動は、その様な萌芽だ
と、期待することができる。 59総括
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●上田 假奈代 /UEDA Kanayo
　1969年生まれ。3歳より詩作、17歳から朗読をはじめる。92年から詩のワ クーショップ
を手がける。01年「詩業家宣言」を行い、さまざまなワ クーショップメソッドを開発し、全
国で活動。03年ココルームをたちあげ「表現と自律と仕事と社会」をテーマに社会と表
現の関わりをさぐる。08年から西成区（通称・釜ヶ崎）で喫茶店のふりをしている。「ヨコ
ハマトリエンナ レー 2014」に釜ヶ崎芸術大学として参加。詩写真集「うた」、「こころの
たねとして～記憶と社会をつなぐア トープロジェクト」の共著、「釜ヶ崎で表現の場をつく
る喫茶店、ココルーム」（フィルムア トー社）など。大阪市立大学都市研究プラザ研究員。
2014年度	文化庁芸術選奨文部科学大臣（芸術振興）新人賞。
●日下 慶太 /KUSAKA Keita
　1976年生まれ。コピ ラーイター 。株式会社電通関西支社ＣＲプランニング局所属。ロ
シアやアフガニスタンなど、世界を放浪しながら電通に入社。コピ ラーイター として勤務
する傍ら、写真家、執筆家、大阪・セルフ祭の顧問として活動をしている。ポスター で
街を活性化する「商店街ポスター 展」を仕掛け、佐治敬三賞、広告電通賞、「広告
業界の若手が選ぶコミュニケーション大賞」優秀賞など、その他、TCC最高新人賞、
朝日広告賞、ゆきのまち幻想文学賞などを受賞。都築響一氏編集「ROADSIDERS’	
weekly」で写真家として連載中。
http://www.keitata.com/keitata/keitata/home.html
http://www.lifehacker.jp/2014/11/141130self_festival.html
http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20150207-00000001-wordleafv-l27
	
●林 寿美 /HAYASHI Sumi
　1967年神戸生まれ。国際基督教大学教養学部卒業後、1989年より川村記念美術
館勤務（現･DIC川村記念美術館）。同館で企画した展覧会に「なぜ、これがア トーなの？」
（1998）、「眠り／夢／覚醒」（2002）、「ロバ トー・ライマン」（2004）、「ゲルハルト・リヒター 」
（2005）、「マ クー・ロスコ」（2009）など。2010年「第 14回アジアン・ア トー・ビエンナー
レ・バングラデシュ」日本コミッショナー。2012年に同館を退職後、「ヨコハマトリエンナー
レ2014」のキュレ ターー を務めるほか、内外のア トー・プロジェクトに携わる。翻訳書に『ジョ
ゼフ・コ ネール	箱の中のユ トーピア』（2011年白水社、共訳）。
●大坪 明 /OTSUBO Akira
　昭和 23年（1948年）生まれ。大阪市立大学大学院工学研究科修士課程修了後、
㈱アール・アイ・エーに入社。集合住宅団地や再開発ビル等の設計に従事。平成9（1997）
年より武庫川女子大学非常勤講師。平成 18（2006）年㈱アール・アイ・エー退社。同
年武庫川女子大学教授。平成 28（2016）年武庫川女子大学退職、同大学特任教
授に就任。同大学教育研究社会連携推進室長として地域活性化等の案件に取り組む
傍ら、現在も団地再生や住宅団地に関する研究を継続。大阪府景観建築賞（1982年）
や都市住宅学会賞著作賞（2017年）等を受賞。
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阪神間ルネッサンスのために
ここで、「阪神間文化」の生活美学的実験を。
　生活美学研究所が居をかまえる甲子園会館（旧甲子園ホテル）
は、武庫の流れをのぞみ、ゆたかな緑につつまれて、文化的環
境デザインの実験場であった。
　世界各地から人士が集い、ゆるりとホテルで憩いながら、多
彩な議論をかわす理想郷であった。
　この環境は、さきのいくさによって一度は失われたものの、
今ふたたび甦りつつある。ここに新たな「生活美学」の視点か
ら、阪神間に住まう人士とともに、しずかなる実験の一歩をし
るしたい。
2017.12.1　MIE  （MDC）
